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序

　
摂
関
期
の
地
方
支
配
関
係
史
料
に
は
︑「
熟
国
」「
亡
国
」
な
る
語
が
散
見
す

る
︒
一
般
的
に
熟
国
は
「
大
国
」「
要
国（

1
）

」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
︑
税
収
が
豊

か
で
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
国
の
こ
と
で
あ
り
︑
一
方
亡
国
は
「
亡
弊
国
」

「
難
国
」「
難
治
之
国
」
と
も
記
さ
れ
︑
税
収
が
不
安
定
で
あ
り
︑
か
つ
統
治
が

困
難
な
国
と
い
う
︑
国
の
評
価
を
示
す
言
葉
で
あ
る
︒
平
安
時
代
の
国
の
格
付

け
に
つ
い
て
は
︑
延
喜
民
部
式
に
大
・
上
・
中
・
下
国
と
い
う
律
令
制
的
な
四

つ
の
ラ
ン
ク
が
規
定
さ
れ
る
が
︑
こ
れ
ら
は
摂
関
期
に
は
既
に
実
質
を
失
っ
て

い
た
︒
こ
れ
に
対
し
土
田
直
鎮
氏
は
︑
公
卿
の
官
歴
か
ら
国
の
ラ
ン
ク
を
復
元

し
以
下
の
五
つ
に
分
類
し
た（

2
）

︒

甲
︙
近
江
・
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
讃
岐
・
伊
予

乙
︙
美
濃
・
越
前
・
丹
波
・
備
後
・
周
防

丙
︙
大
和
・
伊
勢
・
尾
張
・
但
馬
・
紀
伊
・
阿
波

丁
︙  

山
城
・
摂
津
・
参
河
・
遠
江
・
相
模
・
信
濃
・
若
狭
・
加
賀
・
能
登
・

越
後
・
因
幡

戊
︙
そ
の
他
三
十
九
国

こ
れ
を
受
け
る
形
で
院
政
期
の
国
の
格
付
け
を
復
元
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い

る（
3
）

︒
し
か
し
︑
も
ち
ろ
ん
実
際
に
摂
関
期
に
こ
う
し
た
国
の
ラ
ン
ク
が
制
度
的

に
規
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
︑
実
際
に
あ
っ
た
の
は
熟
国
・
亡
国
の
別
だ
け

で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
関
連
史
料
を
通
覧
す
る
と
︑
こ
れ
が
財
政
制
度
や
受
領
統

治
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

　
近
年
︑
平
安
時
代
の
財
政
・
地
方
支
配
制
度
は
研
究
が
蓄
積
さ
れ
︑
か
な
り

熟
国
・
亡
国
概
念
と
摂
関
期
の
地
方
支
配

神
戸
航
介
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の
部
分
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
︒
し
か
し
熟
国
・
亡
国
概
念
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
大
津
透
氏
が
個
別
の
財
政
制
度
の
特
徴
と
し
て
言
及
し（

4
）

︑
ま
た
中

込
律
子
氏
に
よ
っ
て
︑
地
方
の
数
値
的
把
握
が
困
難
と
な
っ
た
平
安
中
期
以
降
︑

個
々
の
国
の
負
担
能
力
が
「
大
国
」「
亡
国
」
と
い
っ
た
評
価
と
し
て
済
物
賦

課
や
免
除
の
場
面
で
見
ら
れ
る
と
の
個
別
的
な
指
摘
が
あ
る（

5
）

も
の
の
︑
関
係
史

料
を
集
成
し
て
包
括
的
に
検
討
し
た
専
論
は
見
ら
れ
な
い
︒
し
か
し
︑
熟
国
・

亡
国
概
念
が
地
方
支
配
制
度
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う

問
題
は
︑
当
時
の
地
方
支
配
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
︒

そ
こ
で
本
論
で
は
︑
古
記
録
や
﹃
北
山
抄
﹄
巻
十
吏
途
指
南
を
主
な
素
材
と
し

て（
6
）

︑
熟
国
・
亡
国
概
念
と
関
わ
る
制
度
の
復
原
を
試
み
る
と
と
も
に
︑
そ
れ
が

摂
関
・
院
政
期
に
お
い
て
実
態
と
乖
離
し
て
い
く
様
を
跡
づ
け
て
い
こ
う
と
思

う
︒

　

第
一
章
　
熟
国
・
亡
国
概
念
と
財
政
政
策

　
序
で
述
べ
た
よ
う
に
︑
熟
国
は
税
収
が
豊
か
で
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
国
︑

亡
国
は
税
収
が
不
安
定
で
統
治
が
困
難
な
国
を
意
味
す
る
が
︑
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
具
体
的
な
史
料
か
ら
述
べ
た
い
︒

︻
史
料
1
︼﹃
小
右
記
﹄
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
三
月
十
九
日
条

出
雲
・
石
見
相
撲
使
近
衛
惟
宗
為
武
申
文
︑
宰
相
中
将
伝
二

宰
相
一

送
レ

之
︒

被
レ

改
二

遣
土
佐
使
一

者
︒
為
武
賭
射
三
度
射
五
︑
誠
可
二

褒
賞
一︒
以
二

正

方
一

仰
二

遣
頭
中
将
許
一︒
以
二

彼
報
趣
一

可
二

云
遣
一

也
︒
或
云
︑
宰
相
中
将

口
哨
苦
云
々
︒
頭
中
将
報
云
︑
随
二

定
仰
一

可
二

改
遣
一

者
︒
示
下

可
二

改
替
一

由
上

訖
︒
土
佐
使
近
衛
錦
正
吉
致
二

粮
使
之
勤
一

者
云
々
︒
将
監
扶
宣
従
者

舎
人
云
々
︒
労
二

遣
熟
国
粮
使
一

云
々
︒
不
レ

可
レ

謂
二

勤
公
者
一

歟
︒
以
二

難

国
粮
使
一

可
二

抽
遣
一

者
也
︒

（
出
雲
・
石
見
の
相
撲
使
近
衛
惟
宗
為
武
の
申
文
︑
宰
相
中
将
宰
相
に
伝
へ
之

を
送
る
︒「
土
佐
使
に
改
め
遣
は
さ
れ
ん
こ
と
を
」
て
へ
り
︒
為
武
は
賭
射
三

度
射
て
五
た
れ
ば
︑
誠
に
褒
賞
す
べ
し
︒
正
方
を
以
て
頭
中
将
の
許
に
仰
せ
遣

は
す
︒
彼
の
報
の
趣
を
以
て
云
ひ
遣
は
す
べ
き
也
︒
或
云
く
︑「
宰
相
中
将
口

哨
苦
し
」
と
云
々
︒
頭
中
将
報
じ
て
云
く
︑「
定
め
仰
せ
に
随
ひ
て
改
め
遣
す

べ
し
」
て
へ
り
︒
改
め
替
ふ
べ
き
の
由
を
示
し
訖
ぬ
︒
土
佐
使
近
衛
錦
正
吉
は

粮
使
の
勤
を
致
す
者
と
云
々
︒
将
監
扶
宣
の
従
者
の
舎
人
と
云
々
︒
熟
国
粮
使

を
労
遣
す
と
云
々
︒
勤
公
の
者
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
か
︒
難
国
粮
使
を
以
て
抽

び
遣
す
べ
き
者
也
︒）

　
記
主
藤
原
実
資
は
時
に
右
大
臣
兼
右
大
将
︒
こ
の
日
︑
出
雲
・
石
見
の
相
撲

使
（
相
撲
人
の
部
領
使
）
に
任
命
さ
れ
て
い
た（

7
）

惟
宗
為
武
が
土
佐
使
へ
の
変
更

を
申
請
し
た
︒
為
武
は
賭
射
の
矢
数
多
く
褒
賞
す
べ
き
と
の
理
由
で
︑
大
将
で

あ
る
実
資
は
申
請
を
許
可
す
る
よ
う
頭
中
将
に
命
じ
た
の
で
あ
る（

8
）

︒
相
撲
使
定

の
場
で
は
「
宰
相
中
将
口
哨
苦
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
参
議
右
権
中
将
藤
原
兼
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経
が
難
色
を
示
し
た
が
︑
そ
の
理
由
は
後
の
記
述
に
見
え
る
よ
う
に
︑
現
状
の

土
佐
使
で
あ
る
錦
正
吉
が
粮
使
（
諸
国
に
大
粮
を
催
促
す
る
使
者（

9
）

）
と
し
て
勤
公

の
者
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
に
対
し
実
資
は
︑
正
吉
は
熟
国
の
粮
使

で
あ
っ
た
の
で
勤
公
の
者
と
は
い
え
な
い
と
し
︑
難
国
の
粮
使
に
改
め
る
べ
き

で
あ
る
と
の
持
論
を
記
し
て
い
る
︒
熟
国
か
ら
の
徴
収
は
容
易
な
の
で
高
い
評

価
は
得
ら
れ
ず
︑
逆
に
亡
国
か
ら
の
徴
収
に
成
功
し
た
者
は
多
大
な
功
績
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑「
熟
国
」
は
賦
課
物
の
徴
収
が
容
易
な
国
︑

「
難
国
」
は
そ
れ
が
困
難
な
国
で
あ
り
︑
両
者
は
対
比
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
︒

　
徴
税
が
容
易
な
国
と
困
難
な
国
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
摂
関
期
の
財
政
制
度

上
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
︒
と
い
う
の
も
︑
十
世
紀
後
半
に
は
切
下
文
︑

国
宛
︑
召
物
な
ど
こ
の
時
代
に
特
徴
的
な
財
政
制
度
が
成
立
す
る
が（

10
）

︑
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
必
要
が
生
じ
る
ご
と
に
各
国
に
料
物
を
割
り
当
て
る
方
式
で
あ
り
︑

こ
の
よ
う
な
割
り
当
て
方
式
が
国
家
財
政
の
基
本
構
造
と
な
っ
た
︒
そ
う
な
る

と
︑
割
り
当
て
る
際
に
ど
の
国
が
弁
済
可
能
な
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
生
じ

る
︒
そ
の
際
に
働
く
原
理
が
熟
国
・
亡
国
の
別
で
あ
っ
た
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
︑

ま
ず
切
下
文
を
例
に
と
っ
て
述
べ
よ
う
︒

︻
史
料
2
︼﹃
権
記
﹄
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
三
月
十
九
日
条

次
亦
被
レ

奏
云
︑
二
季
御
読
経
供
養
料
︑
以
二

年
料
米
一

永
所
二

割
置
一

也
︒

所
レ

進
之
国
無
二

敢
懈
怠
一︑
合
期
勤
仕
来
矣
︒
但
布
施
絹
・
布
臨
レ

期
申
請
︑

宣
二

下
所
司
一

之
時
︑
依
レ

無
二

見
納
之
色
一︑
成
二

下
文
一

功
（
切
）
二

亡
国
一︒

因
レ

之
合
期
難
レ

給
二

布
施
一︒
若
准
二

供
米
一

永
以
二

年
料
之
内
一

割
二

充
国
一々

如
何
︒
其
料
亦
以
二

年
料
米
三
百
八
十
余
石
一

毎
年
充
行
︒
然
而
依
レ

不

レ

定
二

置
其
国
等
一︑
忽
不
レ

能
二

充
下
一︑
殆
成
二

懈
怠
一︒
布
施
亦
同
︒
自
今
以

後
︑
同
支
二

配
諸
国
一︑
割
二

新
委
不
動
穀
一︑
永
令
レ

舂
二

充
⃞
一（
之
ヵ
）︑
布

施
之
物
亦
如
二

御
読
経
料
一︒
仰
云
︑
依
レ

請
︒

（
次
で
亦
た
奏
せ
ら
れ
て
云
く
︑「
二
季
御
読
経
の
供
養
料
は
︑
年
料
米
を
以
て

永
く
割
き
置
く
所
也
︒
進
む
る
所
の
国
敢
て
懈
怠
無
く
︑
合
期
勤
仕
し
来
る
︒

但
し
布
施
絹
・
布
は
期
に
臨
み
て
申
請
し
︑
所
司
に
宣
下
す
る
の
時
︑
見
納
の

色
無
き
に
依
り
︑
下
文
を
成
し
て
亡
国
に
切
る
︒
之
に
因
り
て
合
期
布
施
を
給

ひ
難
し
︒
若
し
く
は
供
米
に
准
じ
永
く
年
料
の
内
を
以
て
国
々
に
割
き
充
つ
る

は
如
何
︒
其
の
料
も
亦
た
年
料
米
三
百
八
十
余
石
を
以
て
毎
年
充
て
行
う
︒
然

し
て
其
の
国
等
を
定
め
置
か
ざ
る
に
依
り
︑
忽
ち
充
て
下
す
こ
と
能
わ
ず
︑
殆

ど
懈
怠
と
成
る
︒
布
施
も
亦
た
同
じ
︒
自
今
以
後
︑
同
じ
く
諸
国
に
支
配
し
︑

新
委
不
動
穀
を
割
き
︑
永
く
⃞
（
之
ヵ
）
を
舂
き
充
て
し
め
︑
布
施
の
物
も
亦

た
御
読
経
料
の
如
く
せ
む
こ
と
を
」︒
仰
せ
て
云
く
︑「
請
ひ
に
依
れ
」︒）

　
季
御
読
経
の
供
養
料
米
は
大
炊
寮
に
納
入
さ
れ
る
年
料
舂
米
の
う
ち
特
定
の

国
の
分
を
割
き
置
く
こ
と
で
確
保
し
て
い
た
が（

11
）

︑
布
施
の
絹
・
布
は
そ
の
つ
ど

申
請
す
る
の
で
現
物
が
大
蔵
省
に
な
い
こ
と
が
あ
り
︑
そ
の
場
合
「
下
文
」
を

成
し
て
「
亡
国
に
切
る
」
こ
と
を
行
っ
て
き
た
︒
し
か
し
こ
れ
で
は
期
日
内
に

布
施
を
支
給
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
︑
供
養
料
に
準
じ
特
定
国
に
割
り
当
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て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
「
下
文
」
は
切
下
文
と
呼
ば
れ
る
徴
収

方
式
で
︑
年
料
の
う
ち
か
ら
あ
る
額
を
特
定
の
国
に
割
り
当
て
て
別
途
進
上
さ

せ
る
制
度
で
あ
る（

12
）

︒
そ
の
割
り
当
て
国
に
つ
い
て
︑︻
史
料
2
︼
に
お
い
て
特

に
亡
国
に
対
し
て
切
下
文
を
発
給
す
る
と
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
︒
切
下

文
の
発
給
対
象
と
な
る
国
に
つ
い
て
は
次
の
︻
史
料
3
︼
も
注
目
さ
れ
る
︒

︻
史
料
3
︼﹃
権
記
﹄
長
保
元
年
七
月
十
三
日
条

又
被
レ

奏
云
︑（
仁
王
）
会
料
米
土
佐
国
米
五
十
石
︑
先
日
雖
レ

召
︑
申
二

不

堪
由
一︒
重
令
二

催
仰
一

之
処
︑
国
司
申
云
︑
依
レ

召
進
上
米
百
八
十
石
内
︑

有
レ

召
者
可
レ

進
之
由
者
︒
又
美
濃
所
レ

召
五
十
石
之
内
︑
卅
石
許
者
以
二

明

年
々
料
内
一

可
レ

進
者
︒
仍
令
レ

仰
レ

寮
︒
寮
申
︑
熟
食
之
国
不
レ

充
二

他
用
一︑

不
レ

下
レ

文
者
︑
随
レ

仰
可
レ

行
︒
仰
云
︑︹
中
略
︺
米
事
左
右
相
計
可
レ

行
︒

（
又
た
奏
せ
ら
れ
て
云
く
︑「
会
料
米
土
佐
国
米
五
十
石
︑
先
日
召
す
と
雖
も
︑

不
堪
の
由
を
申
す
︒
重
ね
て
催
し
仰
さ
し
む
る
の
処
︑
国
司
申
し
て
云
く
︑『
召

し
に
依
り
て
進
上
せ
る
米
八
十
石
の
内
︑
召
有
ら
ば
進
む
べ
き
の
由
』
て
へ
り
︒

又
た
美
濃
召
す
所
の
五
十
石
の
内
︑
卅
石
許
は
明
年
々
料
の
内
を
以
て
進
む
べ

し
︑
て
へ
り
︒
仍
て
寮
に
仰
せ
し
む
︒
寮
申
す
ら
く
︑『
熟
食
の
国
は
他
用
に

充
て
ず
︑文
を
下
さ
ざ
れ
ば
︑仰
せ
に
随
ひ
て
行
ふ
べ
し
︒』」
仰
せ
て
云
く
︑（︹
中

略
︺
米
の
事
は
左
右
相
計
り
て
行
ふ
べ
し
」︒）

︻
史
料
3
︼
で
は
臨
時
仁
王
会
に
際
し
て
土
佐
・
美
濃
よ
り
米
五
十
石
を
調
達

し
よ
う
と
し
た
が
︑
美
濃
は
そ
の
う
ち
三
十
石
を
翌
年
の
年
料
分
と
し
て
進
上

し
た
い
と
申
請
し
た
︒
そ
こ
で
年
料
舂
米
の
収
納
官
司
で
あ
る
大
炊
寮
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
︑「
熟
食
之
国
」
の
米
は
他
用
に
充
て
ず
切
下
文
は
発
給
し

な
い
の
で
︑
申
請
の
通
り
行
っ
て
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒「
熟
食
之
国
」

の
語
自
体
は
大
炊
寮
の
熟
食
米
を
進
上
す
る
国
と
い
う
意
味
で
あ
り（

13
）

︑
月
ご
と

に
大
炊
寮
納
米
を
割
り
当
て
ら
れ
た
国（

14
）

と
思
わ
れ
る
が
︑
そ
の
よ
う
な
特
定
用

途
に
確
保
さ
れ
た
財
源
を
定
期
的
に
納
入
す
る
能
力
の
あ
る
国
（
す
な
わ
ち
熟

国
）
に
対
し
て
は
切
下
文
は
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
︒
大
津
透
氏
が
述
べ
る
よ
う

に
︑
切
下
文
は
進
済
状
況
の
悪
い
亡
国
か
ら
行
事
ご
と
に
費
用
を
調
達
す
る
方

式
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
よ
い
だ
ろ
う（

15
）

︒﹃
中
右
記
﹄
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）

四
月
十
八
日
条
に
「
予
沙
汰
之
率
分
幣
料
下
文
︑
依
レ

有
二

別
院
宣
一

切
二

充
大
国

等
一

了
︒
是
期
日
近
々
︑
易
二

進
済
一

之
故
也
」
と
︑
臨
時
二
十
二
社
奉
幣
の
幣

料
徴
収
に
あ
た
っ
て
期
日
が
迫
っ
て
い
る
た
め
進
済
が
容
易
な
「
大
国
」
に
切

下
文
を
発
給
し
︑
率
分
の
う
ち
か
ら
進
上
さ
せ
て
い
る（

16
）

の
も
︑
熟
国
の
済
物
は

原
則
と
し
て
恒
常
的
な
財
源
に
充
て
て
切
下
文
を
発
給
し
な
い
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
︒
熟
国
の
済
物
は
大
炊
寮
米
の
よ
う
に
恒
常
的
支
出
の
た
め
に
確
保
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
︒

　
こ
の
よ
う
に
︑
年
料
・
率
分
の
徴
収
に
は
熟
国
・
亡
国
の
別
が
考
慮
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
︑
こ
の
こ
と
は
臨
時
の
費
用
調
達
で
も
同
様
で
あ
っ
た
︒
ま
ず
召

物
で
あ
る
︒
召
物
に
は
行
事
所
召
物
や
蔵
人
所
召
物
な
ど
が
あ
り
︑
官
宣
旨
・

蔵
人
所
牒
に
よ
っ
て
国
に
賦
課
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
は
多
様
な
用
途
に
充
て
ら
れ
︑
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比
較
的
自
由
に
諸
国
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
受
領
に
と
っ
て
不
確
定
性
の

強
い
済
物
だ
っ
た
と
評
さ
れ
る（

17
）

︒
こ
の
召
物
の
所
課
国
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

は
︑
次
の
史
料
が
注
目
さ
れ
る
︒

︻
史
料
4
︼﹃
小
右
記
﹄
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
月
二
十
日
条

又
今
新
召
二

諸
国
米
百
五
十
石
一

︿
廿
石
・
十
五
石
・
十
石
︑
随
二

国
品
一

所

レ

召
也
︒﹀
件
米
御
在
所
料
・
給
二

織
手
一

之
二
色
綾
料
︿
注
略
﹀・
舞
人
下

襲
擣
料
︿
注
略
﹀
等
︑
是
先
日
支
度
外
也
︒
仍
可
レ

令
レ

召
也
︒

（
又
た
今
諸
国
米
百
五
十
石
を
召
す
︒︿
廿
石
・
十
五
石
・
十
石
︑
国
品
に
随
ひ

て
召
す
所
也
︒﹀
件
の
米
は
御
在
所
料
・
織
手
に
給
ふ
の
二
色
綾
料
︿
注
略
﹀・

舞
人
下
襲
擣
料
︿
注
略
﹀
等
︑是
先
日
支
度
の
外
也
︒
仍
て
召
さ
し
む
べ
き
也
︒）

︻
史
料
4
︼
で
は
行
幸
行
事
所
の
料
物
の
焼
亡
に
伴
い
新
た
に
行
事
所
召
物
と

し
て
諸
国
よ
り
米
百
五
十
石
を
召
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
︑
そ
の
際
「
国

品
」
に
応
じ
て
二
十
石
・
十
五
石
・
十
石
と
額
を
変
え
て
諸
国
に
割
り
当
て
て

い
る
︒
こ
の
「
国
品
」
は
国
の
ラ
ン
ク
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
︑
具
体
的
に
は
熟

国
・
亡
国
の
別
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

18
）

︒︻
史
料
4
︼
引
用
部
分
よ
り
前
の
記
事
に

よ
れ
ば
︑
こ
の
時
は
料
物
焼
亡
と
い
う
緊
急
の
事
態
で
あ
っ
た
か
ら
︑
特
に
円

滑
な
納
入
が
見
込
め
る
国
に
対
し
て
割
り
当
て
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
︒

　
同
じ
く
熟
国
・
亡
国
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
の
が
︑
造
営
負
担
を
諸
国
に

割
り
当
て
る
国
宛
に
関
す
る
も
の
で
あ
る（

19
）

︒

︻
史
料
5
︼﹃
小
右
記
﹄
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
十
二
月
二
十
一
日
条

︹
前
略
︺
又
造
二

殿
舎
・
内
廊
一

之
国
々
定
宛
之
間
︑
下
二

給
播
万
守
陳
政
申

文
一

︿
以
二

私
物
一

造
二

常
寧
・
宣
耀
殿
一

被
二

重
任
一

者
﹀︒
諸
卿
定
申
云
︑
左

大
臣
申
云
︑
加
二

今
堂
宇
殿
一

被
レ

許
宜
歟
︒
近
江
国
造
二

美
福
門
一︑
丹
波

国
造
二

豊
楽
院
一︑
紀
伊
国
造
二

日
前
・
国
懸
一︒
仍
不
レ

可
レ

造
レ

殿
︒
可
レ

付
二

小
所
一︒
就
中
紀
伊
国
者
︑
惣
不
レ

可
レ

勤
二

他
作
事
一

也
︒
仍
配
宛
国
々
多

以
不
足
︒
至
二

坂
東
一

已
亡
弊
国
︑
不
レ

可
二

敢
宛
一

者
︒︹
後
略
︺

（︹
前
略
︺
又
た
殿
舎
・
内
廊
を
造
る
の
国
々
を
定
め
宛
つ
る
の
間
︑
播
万
守
陳

政
の
申
文
を
下
給
す
︒︿
私
物
を
以
て
常
寧
・
宣
耀
殿
を
造
り
重
任
せ
ら
れ
む
︑

て
へ
り
﹀
諸
卿
定
め
申
し
て
云
く
︑
左
大
臣
申
し
て
云
く
︑「
今
堂
宇
殿
を
加

へ
許
さ
る
る
が
宜
し
き
か
︒
近
江
国
は
美
福
門
を
造
り
︑
丹
波
国
は
豊
楽
院
を

造
り
︑
紀
伊
国
は
日
前
・
国
懸
を
造
る
︒
仍
て
殿
を
造
る
べ
か
ら
ず
︒
小
所
を

付
す
べ
し
︒
就
中
紀
伊
国
は
︑
惣
て
他
の
作
事
を
勤
む
る
べ
か
ら
ざ
る
也
︒
仍

て
配
り
宛
つ
る
国
々
多
く
以
て
不
足
す
︒
坂
東
に
至
り
て
は
已
に
亡
弊
国
な
れ

ば
︑
敢
て
宛
つ
べ
か
ら
ず
」
て
へ
り
︒︹
後
略
︺）

　︻
史
料
5
︼
は
内
裏
再
建
に
あ
た
り
︑
一
部
の
殿
舎
に
つ
い
て
播
磨
守
藤
原

陳
政
の
成
功
申
請
を
認
め
る
か
否
か
を
決
め
る
陣
定
で
︑
左
大
臣
道
長
の
意
見

と
し
て
は
︑
近
江
・
丹
波
・
紀
伊
な
ど
の
熟
国
は
既
に
別
の
造
営
が
あ
る
た
め
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殿
舎
を
宛
て
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
坂
東
国
に
至
っ
て
は
亡
弊
国
で
あ
る
の
で
宛

て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
︑
堂
宇
殿
舎
を
加
え
て
重
任
申
請
を
認
め
る
べ

き
だ
と
い
う
︒
こ
の
道
長
の
意
見
に
つ
い
て
は
︑
成
功
認
可
を
前
提
と
す
る
道

長
が
自
ら
の
意
向
を
通
す
た
め
の
も
の
で
︑
正
し
く
事
実
を
述
べ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
が（

20
）

︑
少
な
く
と
も
一
般
に
国
宛
の
際
︑
国
の
興
亡

（
熟
国
か
亡
国
か
）
が
考
慮
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い（

21
）

︒
他
に
﹃
小
右
記
﹄
寛
仁

三
年
（
一
〇
一
九
）
九
月
二
日
条
の
大
垣
修
補
に
際
し
て
の
国
宛
で
は
︑
実
資

は
「
至
二

無
実
所
一

被
レ

充
二

熟
国
一︑
随
二

破
損
之
大
少
一

相
二

計
国
々
強
弱
一

配
充
︑

早
令
レ

畢
二

其
功
一

如
何
」
と
︑「
無
実
所
」
は
熟
国
に
宛
て
︑
破
損
の
度
合
い
と

国
々
の
強
弱
に
配
慮
し
て
国
宛
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
︒

　
以
上
の
よ
う
に
︑
熟
国
の
進
上
物
は
恒
常
的
費
用
と
し
て
確
保
し
︑
亡
国
の

進
上
物
は
切
下
文
で
随
時
徴
収
す
る
こ
と
で
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
︒

そ
し
て
臨
時
の
追
加
徴
収
の
際
に
は
熟
国
に
優
先
的
に
賦
課
す
る
こ
と
で
熟
国

の
富
を
国
家
財
政
に
回
収
し
た
の
で
あ
る
︒

　
律
令
制
の
原
則
で
は
調
庸
は
計
帳
に
よ
っ
て
把
握
す
る
課
丁
数
に
よ
っ
て
計

算
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
国
の
貢
納
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
︒

し
か
し
中
込
律
子
氏
が
述
べ
る
よ
う
に（

22
）

︑
計
帳
に
よ
る
課
丁
把
握
は
し
だ
い
に

形
骸
化
し
︑
税
額
と
は
直
接
関
係
し
な
く
な
っ
て
く
る
︒
そ
こ
で
十
世
紀
後
半

に
は
切
下
文
・
率
分
・
召
物
・
国
宛
な
ど
︑
諸
国
に
対
し
て
あ
る
額
を
割
り
当

て
︑
必
要
が
あ
る
ご
と
に
直
接
税
物
を
受
け
取
る
と
い
う
新
た
な
収
取
方
法
が

成
立
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
体
制
に
あ
っ
て
は
︑
数
値
的
把
握
が
困
難
で
あ
る
以

上
︑
現
実
に
ど
の
国
が
︑
ど
れ
だ
け
の
額
を
負
担
可
能
な
の
か
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
が
必
要
と
な
る
︒
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
熟
国
・
亡
国
概
念
で
あ
っ

た
︒

　
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
が
い
つ
頃
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
︑
後
述
の
罷
申
儀

の
際
に
亡
国
の
復
興
を
命
じ
る
こ
と
が
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
九
月
二
十
日
の

播
磨
介
橘
澄
清
の
例
に
見
え
る（

23
）

の
が
早
い
例
で
あ
る
︒
し
か
し
熟
国
・
亡
国
概

念
が
財
政
制
度
と
明
確
に
結
び
つ
い
て
現
れ
る
の
は
︑
管
見
の
限
り
で
は
﹃
政

事
要
略
﹄
巻
五
十
一
交
替
雑
事
︑
寛
和
三
年
（
九
八
七
）
三
月
五
日
太
政
官
符

（
応
調
庸
雑
物
合
期
見
上
事
）
が
初
見
で
あ
る
︒
本
官
符
は
調
庸
の
違
期
・
疎
悪

が
進
ん
で
い
る
状
況
の
中
︑
正
色
（
定
め
ら
れ
た
品
目
）
を
進
納
す
べ
き
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
︑「
国
有
二

興
亡
一︑
政
有
二

沿
革
一︒
正
色
之
間
︑
有
二

難
レ

済
色
一︑

国
宰
申
請
︑
聴
二

其
裁
定
一

」
と
︑
国
の
興
亡
に
よ
っ
て
は
国
司
の
申
請
に
よ
っ

て
色
代
（
正
色
以
外
の
品
目
で
税
を
納
め
る
こ
と
）
を
許
可
す
る
と
し
て
い
る
︒

　
第
二
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
︑
亡
国
に
対
し
て
は
様
々
な
財
政
的
優
免
措
置

が
取
ら
れ
た
が
︑
色
代
を
許
可
す
る
当
該
官
符
は
そ
の
早
い
事
例
と
い
え
よ
う
︒

す
な
わ
ち
︑
お
お
よ
そ
十
世
紀
後
半
に
は
財
政
制
度
と
結
び
つ
い
た
熟
国
・
亡

国
概
念
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
推
測
に
な
る
が
︑
お
そ
ら
く

税
物
の
未
進
が
進
ん
だ
国
へ
の
復
興
指
示
・
優
免
政
策
の
実
施
に
よ
り
亡
国
観

念
が
先
に
成
立
し
︑
十
世
紀
後
半
の
新
し
い
収
取
方
法
の
成
立
に
伴
っ
て
弁
済

能
力
の
低
い
国
が
亡
国
︑
そ
れ
と
の
対
比
と
し
て
安
定
的
な
収
入
が
見
込
め
る

国
が
熟
国
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
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で
は
︑
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
国
が
熟
国
・
亡
国
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

︻
表
1
︼
は
管
見
に
触
れ
た
史
料
で
︑
熟
国
・
亡
国
な
ど
と
評
価
さ
れ
た
国
名

が
判
明
す
る
史
料
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
序
で
示
し
た

土
田
直
鎮
氏
の
等
級
の
「
丙
」
を
中
間
と
し
て
（
熟
国
・
亡
国
ど
ち
ら
に
も
含
ま

れ
得
る
）︑「
丁
」
以
下
が
亡
国
︑「
乙
」
以
上
が
熟
国
と
お
お
む
ね
一
致
し
そ

う
で
あ
る
が
︑
熟
国
と
称
さ
れ
て
い
る
出
雲
が
「
戊
」
で
あ
る
な
ど
︑
必
ず
し

も
対
応
し
な
い
︒
注
意
す
べ
き
は
︑
甲
ラ
ン
ク
の
備
前
が
亡
弊
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
︑
ま
た
丙
ラ
ン
ク
の
但
馬
が
亡
弊
で
あ
っ
た
の
が
興
復
を
果
た
し
︑
要
国

と
も
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
︑
次
の
史
料
を
参
照

し
た
い
︒

︻
史
料
6
︼﹃
権
記
﹄
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
四
月
十
日
条

伊
予
守
（
高
階
明
順
）
申
二

給
復
事
一︒
彼
国
元
来
無
下

申
二

給
復
一

之
例
上︒
而

依
二

前
司
（
藤
原
）
知
章
任
中
疫
癘
一

人
民
死
亡
︑田
畝
減
少
︒
仍
前
司
（
源
）

兼
資
朝
臣
申
請
之
日
︑
殊
賜
二

裁
許
一︑
任
間
漸
施
二

治
術
一︑
殊
無
二

亡
弊
之

聞
一︒
偏
以
レ

有
二

前
任
之
例
一︑
不
レ

可
二

必
申
請
一

歟
︒

（
伊
予
守
給
復
の
事
を
申
す
︒
彼
の
国
は
元
来
給
復
を
申
す
の
例
無
し
︒
而
る

に
前
司
知
章
任
中
の
疫
癘
に
依
り
人
民
は
死
亡
し
︑
田
畝
は
減
少
す
︒
仍
て
前

司
兼
資
朝
臣
申
請
の
日
︑
殊
に
裁
許
を
賜
り
︑
任
の
間
漸
く
治
術
を
施
し
︑
殊

に
亡
弊
の
聞
へ
無
し
︒
偏
に
前
任
の
例
有
る
を
以
て
︑
必
ず
し
も
申
請
す
べ
か

ら
ざ
る
か
︒）

　︻
史
料
6
︼
は
︑
後
に
詳
述
す
る
給
復
と
い
う
済
物
免
除
を
伊
予
守
高
階
明

順
が
申
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
た
陣
定
の
記
事
で
あ
る
︒
こ
れ
に

よ
る
と
︑
伊
予
国
は
元
来
給
復
申
請
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
︑
明
順
以
前
の

国
司
藤
原
知
章
の
代
に
疫
病
に
よ
り
人
民
が
多
く
死
亡
し
︑
作
田
が
減
少
し
た
︒

そ
こ
で
明
順
の
前
司
兼
資
が
給
復
を
申
請
し
裁
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
︑
彼
の

任
期
中
に
「
治
術
を
施
し
」
た
こ
と
に
よ
り
︑「
亡
弊
の
聞
こ
え
」
が
な
く

な
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
伊
予
国
は
現
在
は
亡
弊
国
で
は
な
い
の
で
︑
給
復
申
請

を
裁
許
さ
れ
な
か
っ
た
︒
す
な
わ
ち
「
亡
弊
」
と
は
︑
災
害
等
に
よ
る
人
口
・

作
田
が
減
少
し
︑
税
物
弁
済
が
困
難
と
な
っ
た
状
況
を
意
味
す
る
︒
よ
り
具
体

的
に
は
不
堪
佃
田
の
増
加
と
公
文
の
未
済
︑
済
物
の
未
進
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て

あ
る
受
領
の
任
期
中
に
状
況
が
改
善
さ
れ
復
興
を
果
た
し
た
場
合
︑
亡
弊
状
態

で
は
な
く
な
っ
た
と
認
識
さ
れ
る
︒

　
し
た
が
っ
て
︑
熟
国
・
亡
国
の
別
は
本
来
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
︑
任
国

の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
時
代
は
降
る
が
﹃
大
間
成
文
抄
﹄

所
引
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
正
月
二
十
四
日
藤
原
行
佐
申
文
に
︑
鳥
羽
天
皇

の
御
代
十
年
間
の
先
例
で
は
蔵
人
出
身
者
を
「
当
時
熟
国
」
に
任
じ
そ
の
他
を

「
次
国
」
に
拝
任
さ
せ
る
と
あ
る
の
も
︑
熟
国
が
そ
の
時
々
で
異
な
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
︒
た
だ
し
︑︻
史
料
5
︼
で
「
坂
東
に
至
り
て
は
已
に
亡
弊
国
」

と
い
わ
れ
る
坂
東
国
に
つ
い
て
は
︑
亡
弊
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
し
て
い
た
よ

う
で
あ
り（

24
）

︑
そ
の
よ
う
な
亡
弊
が
常
態
化
し
た
国
に
対
し
て
は
申
請
せ
ず
と
も

最
初
か
ら
数
年
分
の
済
物
を
免
除
さ
れ
て
い
た
ら
し
い（

25
）

︒
逆
に
熟
国
と
し
て
の
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表１　国名が判明する熟国・亡国関連史料（稿）

国名 史料の記述 土田氏ランク 出　　典

尾張
不和（利ヵ）

丙
小右記　長徳 2 年（996）7 月 9 日条

要国 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

遠江 亡弊 丁 朝野群載抄　万寿 5 年（1028）4 月 26 日遠江国司申文

駿河 要国 戊 大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 23 日藤原成房申文

伊豆
要国

戊
大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 23 日藤原成房申文

要国 大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 28 日藤原永俊申文

相模 済二箇年事国 丁 吏途指南

安房
済二箇年事国

戊
吏途指南

亡弊 小右記　長元 4 年（1031）3 月 1 日条

上総 済二箇年事国 戊 吏途指南

下総

済二箇年事国

戊

吏途指南

亡弊 小右記　長元 4 年（1031）3 月 1 日条

亡境 朝野群載抄　永久 4 年（1116）下総国司申文

常陸 済二箇年事国 戊 吏途指南

信濃 要国 丁 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

陸奥 亡弊→復興 戊 帥記　承暦 4 年（1080）閏 8 月 5 日条

越前 最亡 乙 朝野群載抄　年紀不明越前国司申文

但馬

亡弊→復興

丙

吏途指南　臨時申請雑事

要国 小右記　長和 3 年（1014）12 月 2 日条

要国 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

伯耆 亡弊 戊 小右記　長徳 2 年（996）7 月 9 日条

出雲 熟国 戊 朝野群載抄　永久 4 年（1116）下総国司申文

石見 済三箇年事国 戊 吏途指南

隠岐 済三箇年事国 戊 吏途指南

播磨 年来彫弊 甲 西宮記巻 8 裏（延喜 6 年（906）9 月 20 日）

美作 要国 甲 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

備前
亡弊

甲
小右記　万寿 2 年（1025）10 月 29 日条

要国 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

備中 要国 甲 小右記　長和 3 年（1014）12 月 2 日条

備後 要国 乙 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

周防 要国 乙 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

紀伊
熟国

丙
朝野群載抄　永久 4 年（1116）下総国司申文

要国 大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 24 日藤原行佐申文

阿波 久しく衰弊 丙 侍中群要　村上御記

土佐 要国 戊 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文

対馬 要国 戊 大間成文抄　治承 3 年（1179）正月 14 日藤原親光申文
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イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
し
た
国
も
存
在
し
︑
播
磨
や
伊
予
の
受
領
は
院
政
期
に
は

受
領
の
最
上
位
と
位
置
づ
け
ら
れ
た（

26
）

︒

　
亡
国
認
定
の
際
に
重
視
さ
れ
た
の
は
︻
史
料
6
︼
に
も
見
え
る
「
亡
弊
の
聞

こ
え
」
で
あ
る
︒
寛
弘
二
年
（
一
〇
一
五
）
四
月
四
日
の
陣
定
定
文
案
に
も

「
同
前
諸
卿
定
申
云
︑
彼
国
（
加
賀
）
殊
無
二

亡
弊
之
聞
一︑
亦
近
代
無
二

其
例
一︑

不
レ

可
レ

被
二

裁
許
一

歟（
27
）

」
と
︑
近
代
特
に
「
亡
弊
の
聞
こ
え
」
が
な
い
の
で
裁
許

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
熟
国
・
亡
国
の
別
は
風

聞
あ
る
い
は
先
例
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
︑
し
た
が
っ
て
絶
対
的
な

基
準
は
存
在
せ
ず
︑
数
値
的
把
握
が
困
難
な
状
態
に
お
い
て
も
税
物
の
賦
課
・

免
除
の
バ
ラ
ン
ス
を
判
断
す
る
た
め
の
相
対
的
な
基
準
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た

風
聞
は
︑
例
え
ば
﹃
小
右
記
﹄
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
八
月
八
日
条
に
「
伯

耆
守
範
永
云
︑
昨
日
入
京
者
︒
問
二

国
内
并
与
不
事
等
一︒
陳
下

不
二

亡
弊
一

由
上︒

多
二

他
事
一︑
不
レ

具
レ

記
」
と
あ
り
︑
入
京
し
た
伯
耆
守
範
永
に
対
し
て
︑
実
資

が
国
内
の
状
況
や
交
替
の
こ
と
な
ど
を
問
い
︑
範
永
は
亡
弊
で
は
な
い
旨
を
伝

え
て
い
る
︒
伯
耆
守
藤
原
範
永
は
任
大
臣
儀
の
前
駈
と
な
る（

28
）

な
ど
実
資
と
の
関

係
が
深
い
︒
公
卿
が
地
方
の
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
は
︑
臨
時
申
請
雑
事
な

ど
諸
国
か
ら
の
申
請
を
裁
許
す
る
政
務
に
お
け
る
申
請
の
頻
度
な
ど
か
ら
受
け

る
感
触
も
当
然
あ
る
だ
ろ
う
が
︑
受
領
と
の
個
人
的
な
や
り
と
り
も
少
な
か
ら

ず
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る（

29
）

︒

　

　第
二
章
　  

熟
国
・
亡
国
概
念
と
受
領
統
制 

―
―
『
北
山
抄
』
巻
十
吏
途
指
南
か
ら
見
た
―
―

　
前
章
ま
で
で
熟
国
・
亡
国
概
念
の
財
政
制
度
上
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒

熟
国
・
亡
国
概
念
は
財
政
制
度
と
密
接
に
結
び
つ
き
︑
あ
る
国
へ
の
税
賦
課
・

免
除
の
基
準
と
な
っ
た
の
で
あ
り
︑
当
時
の
収
取
制
度
に
お
い
て
重
要
な
要
素

だ
っ
た
と
い
え
る
︒

　
本
章
で
は
︑
摂
関
期
の
地
方
支
配
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

史
料
で
あ
る
﹃
北
山
抄
﹄
巻
十
吏
途
指
南
を
検
討
の
対
象
と
し
て
︑
そ
こ
に
記

述
さ
れ
る
地
方
支
配
に
お
け
る
熟
国
・
亡
国
概
念
の
制
度
的
位
置
を
明
ら
か
に

し
た
い
︒
周
知
の
通
り
﹃
北
山
抄
﹄
は
︑
長
和
年
間
（
一
〇
一
二
～
一
〇
一
七
）

頃
成
立
す
る
と
さ
れ
︑
当
時
の
公
卿
で
あ
る
藤
原
公
任
の
著
作
と
さ
れ
る
儀
式

書
で
あ
る
︒
本
書
の
巻
十
吏
途
指
南
は
︑
太
政
官
の
側
か
ら
見
た
地
方
支
配
関

連
政
務
を
取
り
上
げ
︑
受
領
統
治
に
あ
た
る
公
卿
の
心
得
を
論
じ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
あ
る
︒
そ
こ
に
は
公
任
の
主
観
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
︑
吏
途
指
南
で
描
か

れ
る
の
は
あ
く
ま
で
公
任
自
身
の
考
え
る
理
想
的
な
地
方
支
配
理
念
で
あ
る
と

さ
れ
る（

30
）

が
︑
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
︑
当
時
の
地
方
支

配
制
度
の
本
来
的
な
あ
り
方
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
い
え
よ
う
︒
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︻
史
料
7
︼
吏
途
指
南
Ｂ
罷
申
事（

31
）

付
二

蔵
人
一

令
レ

奏
下

赴
二

任
国
一

之
由
上︒
即
召
二

御
前
一︒︿
近
候
二

殿
上
一

之
者
︑

不
レ

垂
二

御
簾
一

召
レ

之
﹀
給
レ

禄
之
次
︑
令
レ

仰
二

随
レ

勤
可
レ

賞
之
由
一︒
或
被

レ

仰
下

任
国
案
内
并
可
レ

令
二

興
復
一

之
状
上︒

（
蔵
人
に
付
し
て
任
国
に
赴
く
の
由
を
奏
せ
し
む
︒
即
ち
御
前
に
召
す
︒︿
近
く

殿
上
に
候
ず
る
の
者
は
︑
御
簾
を
垂
れ
ず
之
を
召
す
﹀
禄
を
給
ふ
の
次
︑
勤
め

に
随
ひ
て
賞
す
べ
き
の
由
を
仰
せ
し
む
︒
或
は
任
国
の
案
内
并
び
に
興
復
せ
し

む
べ
き
の
状
を
仰
せ
ら
る
︒）

　︻
史
料
7
︼
は
受
領
が
任
国
に
赴
く
前
に
天
皇
に
赴
任
の
由
を
奏
上
す
る
︑

罷
申
儀
と
呼
ば
れ
る
儀
式
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
︒
罷
申
儀
は
天
皇
と
受
領
と

の
関
係
を
表
現
す
る
重
要
な
意
味
を
持
つ（

32
）

と
さ
れ
︑
そ
の
儀
式
次
第
は
﹃
侍
中

群
要
﹄
巻
九
︑
帥
大
弐
赴
任
事
所
引
の
天
暦
蔵
人
式
抄
文
な
ど
に
も
見
え
︑
受

領
は
罷
申
の
際
に
天
皇
か
ら
治
国
を
条
件
に
勧
賞
が
約
束
さ
れ
︑
こ
れ
が
帰
任

時
の
受
領
功
過
定
後
の
勧
賞
と
理
念
上
密
接
に
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

33
）

︒︻
史
料
7
︼
に
よ
る
と
︑
天
皇
に
召
さ
れ
た
新
任
受
領
は
餞
別
の
禄
を

賜
わ
り
︑
そ
の
時
に
勤
め
に
し
た
が
っ
て
任
期
満
了
後
に
賞
を
与
え
る
旨
を
仰

せ
ら
れ
る
の
だ
が
︑
さ
ら
に
あ
る
場
合
に
は
任
国
の
状
況
と
︑
興
復
さ
せ
る
べ

し
と
の
仰
せ
を
受
け
る
場
合
が
あ
っ
た
と
い
う
︒
そ
の
状
況
の
詳
細
が
次
に
掲

載
す
る
︻
史
料
8
︼
に
よ
っ
て
判
明
す
る
︒

︻
史
料
8
︼﹃
侍
中
群
要
﹄
巻
九
所
引
応
和
元
年（
九
六
一
）村
上
天
皇
御
記

真
材
記
応
和
元
年
御
記
云
︑
上
総
介
国
幹
申
二

赴
任
之
由
一︒
令
レ

仰
云
︑
粛
二

静
部
内
一

兼
致
二

豊
稔
一︑
随
二

其
勤
状
一

将
二

賞
進
一︒
即
給
レ

禄
如
レ

例
︒
同
年

阿
波
守
嘉
生
申
二

赴
任
之
由
一︒
令
レ

仰
云
︑
彼
国
久
衰
弊
︒
若
致
二

興
復
一︑

兼
済
二

貢
調
事
一︑
又
造
宮
事
無
二

其
怠
一︑
随
レ

状
可
二

賞
進
一︒
給
レ

禄

如
レ

例
︒

（
真
材
記
応
和
元
年
御
記
云
く
︑
上
総
介
国
幹
赴
任
の
由
を
申
す
︒
仰
さ
し
め

て
云
く
︑「
部
内
を
粛
静
し
兼
ね
て
豊
稔
を
致
さ
ば
︑
其
の
勤
状
に
随
ひ
て
賞

進
せ
む
」
と
︒
即
ち
禄
を
給
ふ
こ
と
例
の
如
し
︒
同
年
阿
波
守
嘉
生
赴
任
の
由

を
申
す
︒
仰
さ
し
め
て
云
く
︑「
彼
国
久
し
く
衰
弊
す
︒
若
し
興
復
を
致
し
︑

兼
て
貢
調
の
事
を
済
ま
し
︑
又
た
造
宮
の
事
其
の
怠
無
く
ば
︑
状
に
随
ひ
て
賞

進
す
べ
し
」
と
︒
禄
を
給
ふ
こ
と
例
の
如
し
︒）

　
こ
れ
に
よ
る
と
︑
上
総
介
藤
原
国
幹
は
部
内
統
治
と
勧
農
を
指
示
さ
れ
︑
阿

波
守
源
嘉
生
は
任
国
が
永
く
亡
弊
し
て
い
る
状
況
を
伝
え
ら
れ
︑
復
興
と
税
収

の
増
加
︑
造
営
怠
り
な
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
︒
こ
の
よ
う
に
地
方
統
治
は
受

領
に
一
任
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
︑
特
に
亡
国
に
対
し
て
は
赴
任
の
前
に
天
皇

か
ら
復
興
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
︑
亡
国
受
領
は
天
皇
の
指
示
の
も
と
に
任

国
の
復
興
に
あ
た
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
理
念
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

34
）

︒

　
赴
任
し
た
受
領
は
現
地
で
徴
税
を
行
い
︑
留
国
官
物
（
地
方
財
源
）
の
適
正

運
用
と
中
央
へ
の
納
税
の
責
任
を
負
う
が
︑
そ
の
際
に
税
額
の
減
免
な
ど
を
太



熟国・亡国概念と摂関期の地方支配

17

政
官
に
申
請
す
る
場
合
が
あ
っ
た
︒
そ
う
し
た
申
請
を
「
諸
国
申
請
雑
事
」

「
臨
時
申
請
雑
事
」
と
呼
び
︑
陣
定
の
場
で
許
可
す
る
か
否
か
を
公
卿
が
議
論

し
た
（
条
事
定（

35
）

）︒
そ
の
次
第
や
申
請
内
容
に
つ
い
て
は
吏
途
指
南
に
も
見
え

る
が
︑
申
請
内
容
の
裁
定
に
お
い
て
熟
国
・
亡
国
の
別
が
配
慮
さ
れ
た
こ
と
が

次
の
記
事
か
ら
判
明
す
る
︒

︻
史
料
9
︼
吏
途
指
南
Ｅ
臨
時
申
請
雑
事

色
代
者
当
土
所
レ

無
物
可
レ

申
也
︒
往
年
或
免
二

一
両
年
一︑
雖
二

前
任
免
一レ

之
︑

後
任
不
二

必
免
一︒
而
近
代
依
レ

有
二

一
任
例
一︑
数
代
皆
免
レ

之
︒
如
二

但
馬
国
一

者
︑
以
二

亡
弊
時
例
一

興
復
時
皆
免
︒

（
色
代
は
当
土
無
き
所
の
物
を
申
す
べ
き
也
︒
往
年
或
は
一
両
年
を
免
じ
︑
前

任
之
を
免
ず
る
と
雖
も
︑
後
任
必
ず
し
も
免
ぜ
ず
︒
而
る
に
近
代
は
一
任
の
例

有
る
に
依
り
︑
数
代
皆
之
を
免
ず
︒
但
馬
国
の
如
く
は
︑
亡
弊
の
時
の
例
を
以

て
興
復
の
時
も
皆
免
ず
︒）

　
色
代
は
調
庸
を
所
定
の
品
目
以
外
の
品
目
で
納
入
す
る
こ
と
で
あ
り
︑
受
領

に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
の
で
し
ば
し
ば
申
請
さ
れ
た（

36
）

︒︻
史
料
9
︼
で
は
︑
か

つ
て
は
許
可
す
る
と
し
て
も
一
︑ 

二
年
限
定
で
あ
り
︑
前
司
が
許
可
さ
れ
た
と

し
て
も
後
司
が
必
ず
し
も
許
可
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
︑
近
代
は
あ
る

一
代
の
先
例
を
も
っ
て
数
代
の
受
領
が
色
代
を
許
可
さ
れ
て
い
る
と
の
現
状
を

指
摘
す
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
但
馬
国
で
亡
弊
時
に
許
可
さ
れ
た
先
例
を
も
っ
て

復
興
後
も
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
の
事
例
を
示
し
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
色
代
許
可

に
お
い
て
も
亡
国
の
優
免
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
色
代
の
陣
定
に
よ
る

裁
定
を
定
め
た
﹃
政
事
要
略
﹄
巻
五
十
一
交
替
雑
事
︑
寛
和
三
年
（
九
八
七
）

三
月
七
日
官
符
で
も
「
国
有
二

興
亡
一︑
政
有
二

沿
革
一︒
正
色
之
間
有
二

難
済
色
一︑

国
宰
申
請
聴
二

其
裁
定
一

」
と
︑
国
の
興
亡
に
よ
り
色
代
申
請
を
許
可
す
る
と
述

べ
て
い
る
︒
色
代
申
請
自
体
は
寛
和
三
年
以
前
に
も
行
わ
れ
て
お
り
︑
延
喜

二
十
二
年
（
九
二
二
）
に
は
相
次
ぐ
申
請
に
対
し
前
司
以
前
の
未
進
分
に
つ
い

て
の
み
許
可
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
が（

37
）

︑
寛
和
三
年
以
降
亡
国
優
遇
の

風
潮
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
同
様
の
こ
と
は
︑
同
じ
く
臨
時
申
請
雑
事
の
申
請
項
目
の
一
つ
で
あ
る
給
復

に
も
い
え
る
︒

︻
史
料
10
︼
吏
途
指
南
Ｋ
給
復
事

給
復
事
︿
延
喜
三
年
九
月
廿
日
︑
賜
二

甲
斐
国
百
姓
三
千
百
五
十
三
人
復

一
年
一︒
以
二

疫
死
衰
弊
一

也
︒
長
保
之
比
︑
尾
張
守
理
兼
・
摂
津
守
知
光

相
替
時
︑
知
光
以
二

理
兼
去
年
被
レ

免
例
一

申
二

給
復
一︒
定
場
諸
卿
皆
申
下

依
二

前
司
例
一

可
レ

被
レ

免
由
上︒
独
申
云
︑
是
事
非
レ

被
レ

免
二

国
司
一︑
優
二

復

民
一

也
︒
前
年
已
被
レ

免
了
︑
民
定
息
レ

肩
歟
︒
連
年
被
レ

免
︑
於
レ

事
如
何
︒

勅
定
依
二

一
人
定
申
一︒﹀
最
亡
之
国
︑
若
有
二

前
例
一

可
レ

許
二

一
年
一︒
輙
不

レ

可
レ

及
二

二
年
一︒
或
分
レ

郡
被
レ

許
レ

之
︒
仍
下
向
之
後
︑
注
二

最
亡
郡
一

可
二

言
上
一

之
由
︑
所
レ

被
二

定
仰
一

也
︒
近
年
之
間
︑
随
レ

申
多
被
レ

許
レ

之
︒
公
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用
闕
乏
⃞
（
莫
）
レ

不
レ

由
レ

斯
︒

（
給
復
事
︿
延
喜
三
年
九
月
廿
日
︑
甲
斐
国
百
姓
三
千
百
五
十
三
人
に
復
一
年

を
賜
ふ
︒
疫
死
衰
弊
た
る
を
以
て
也
︒
長
保
の
比
︑
尾
張
守
理
兼
・
摂
津
守
知

光
相
替
の
時
︑
知
光
は
理
兼
の
去
年
免
ぜ
ら
る
る
の
例
を
以
て
給
復
を
申
す
︒

定
め
の
場
の
諸
卿
は
皆
前
司
の
例
に
依
て
免
ぜ
ら
る
べ
き
の
由
を
申
す
︒
独
り

申
し
て
云
く
︑
是
の
事
は
国
司
を
免
ぜ
ら
る
る
に
非
ず
︑
民
を
優
復
す
る
也
︒

前
年
已
に
免
ぜ
ら
れ
了
り
︑
民
定
め
て
肩
を
息
む
る
か
︒
連
年
免
ぜ
ら
る
る
は
︑

事
に
於
て
は
如
何
︒
勅
定
は
一
の
人
の
定
め
申
す
に
依
る
︒﹀
最
亡
の
国
は
︑

若
し
前
例
有
ら
ば
一
年
を
許
す
べ
し
︒
輙
く
二
年
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
︒
或
は
郡

を
分
け
て
之
を
許
さ
る
︒
仍
て
下
向
の
後
︑
最
亡
の
郡
を
注
し
言
上
す
べ
き
の

由
︑
定
め
仰
さ
る
る
所
也
︒
近
年
の
間
︑
申
す
に
随
ひ
て
多
く
之
を
許
さ
る
︒

公
用
の
闕
乏
︑
斯
に
由
ら
ざ
る
は
莫
し
︒）

　
給
復
と
は
︑
復
す
な
わ
ち
課
役
免
除
を
与
え
る
と
い
う
意
味
の
律
令
用
語
で

あ
る
︒︻
史
料
10
︼
で
「
是
事
非
レ

被
レ

免
二

国
司
一︑
優
二

復
民
一

也
」
と
公
任
が

ひ
と
り
主
張
し
た
よ
う
に
︑
本
来
は
百
姓
の
生
業
復
興
の
た
め
に
数
年
の
課
役

免
除
を
許
し
た
も
の
で
あ
る（

38
）

が
︑
摂
関
期
に
お
い
て
は
実
質
的
に
は
受
領
の
申

請
に
よ
り
数
年
分
の
調
庸
納
入
を
免
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
給
復
の
可
否
は

受
領
の
申
請
を
受
け
て
陣
定
で
審
議
さ
れ
る
が
︑︻
史
料
10
︼
は
そ
の
際
の
判

断
基
準
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
給
復
は
「
最
亡
之
国
」
に
対
し
て
︑

前
例
が
あ
れ
ば
一
年
分
の
み
許
可
す
る
べ
き
で
あ
り
︑
容
易
く
二
年
に
及
ぶ
べ

き
で
は
な
い
と
す
る
︒
ま
た
郡
ご
と
に
許
可
す
る
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
く
︑
そ

の
た
め
受
領
は
赴
任
後
に
「
最
亡
郡
」
を
注
し
言
上
す
べ
き
と
い
う
︒

　
先
に
触
れ
た
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
四
月
十
四
日
陣
定
定
文
案
に
は
︑
前

例
に
よ
り
二
箇
年
の
給
復
を
申
請
し
た
加
賀
国
に
対
し
て
「
彼
国
殊
無
二

亡
弊

之
聞
一︑
亦
近
代
無
二

其
例
一︑
不
レ

可
レ

被
二

裁
許
一

歟
」
と
亡
弊
の
聞
こ
え
な
き
に

よ
り
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
あ
り
︑
亡
弊
国
で
あ
る
こ
と
が
給
復
許
可
の
要
件

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︻
史
料
10
︼
細
注
に
も
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）

の
例
と
し
て
衰
弊
し
た
甲
斐
国
百
姓
三
一
五
三
人
に
対
し
一
年
の
給
復
を
許
可

し
た
こ
と
を
挙
げ
る
︒
も
う
一
つ
の
長
保
の
例
で
は
︑
藤
原
理
兼
と
任
国
を
交

換
し
尾
張
守
と
な
っ
た
藤
原
知
光
が
理
兼
の
例
に
よ
っ
て
給
復
を
申
請
し
た
が
︑

理
兼
は
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
七
月
九
日
に
「
称
二

彼
国
不
和
（
利
カ
）
一

」
し

て
摂
津
国
と
の
交
換
を
求
め
た
の
で
あ
り
（﹃
小
右
記
﹄）︑
当
時
尾
張
国
は
亡

国
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
亡
弊
が
常
態
化
し
た
国
は
最
初
か
ら

数
年
の
済
物
が
免
除
さ
れ
て
お
り
︑
隠
岐
・
石
見
は
一
年
︑
相
模
・
安
房
・
上

総
・
下
総
・
常
陸
は
二
年
の
済
物
が
免
除
さ
れ
た
ら
し
い（

39
）

︒

　
こ
う
し
た
税
の
減
免
申
請
が
原
則
と
し
て
亡
国
の
み
に
認
め
ら
れ
た
の
は
︑

税
の
免
除
が
亡
国
の
復
興
を
本
来
的
な
目
的
と
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒

す
な
わ
ち
︑
諸
国
申
請
雑
事
で
は
受
領
か
ら
の
申
請
を
通
じ
て
亡
国
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
罷
申
で
指
示
し
た
亡
国
の
復
興
を
果
た
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
︒

　
亡
国
へ
の
特
別
措
置
は
︑
任
期
を
終
え
た
受
領
の
成
績
判
定
︑
す
な
わ
ち
受
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領
功
過
定
の
場
面
で
も
行
わ
れ
て
い
た（

40
）

︒︻
史
料
11
︼
で
は
受
領
功
過
定
の
前

提
と
な
る
公
文
勘
済
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒

︻
史
料
11
︼
吏
途
指
南
Ｕ
功
過
定
事

近
代
之
例
︑
早
勘
二

公
文
一

之
者
︑
為
二

上
功
一

被
二

抽
賞
一︒︹
略
︺
但
随
二

国

興
亡
一

可
レ

有
二

分
別
一

歟
︒
同
品
之
国
︑
事
共
不
二

擁
滞
一

者
︑
早
晩
之
間
︑

可
レ

有
二

優
劣
一︒
至
二

于
亡
廃
難
済
之
国
一︑
或
前
司
多
不
レ

勘
二

公
文
一︑
雖
二

早
済
一レ

事
︑
調
大
帳
租
出
挙
帳
等
︑
不
レ

能
二

越
勘
一︑
優
二

窮
民
一

之
間
︑
済

事
自
擁
滞
︒
漸
々
済
レ

之
︑
年
月
如
レ

馳
︒
如
レ

此
之
輩
︑
遅
雖
レ

勘
二

公
文
一︑

適
興
二

復
任
国
一

者
︑
猶
可
レ

称
二

良
吏
一︒
格
云
︑
殷
富
国
郡
積
レ

実
年
久
︒

此
非
二

新
人
之
功
一︑
衰
弊
有
レ

漸
常
多
未
納
︑
亦
非
二

後
人
之
過
一

云
々
︒

又
尋
二

延
喜
天
暦
旧
風
一︑
任
二

難
済
国
一

之
者
︑
雖
下

不
レ

請
二

究
調
庸
惣
返

抄
一︑
不
上レ

勘
二

畢
任
中
税
帳
一︑
以
三

其
所
レ

済
勝
二

於
前
任
一︑
多
被
レ

任
二

要

国
一︒
何
況
漸
済
二

亡
国
之
事
一︑
勘
二

畢
公
文
一

之
者
︑
不
レ

可
二

敢
為
一レ

拙
歟
︒

如
レ

此
之
国
︑能
可
二

会
釈
一︒
往
代
或
不
レ

被
レ

用
二

別
功
一︑新
委
憂
国
之
甚
也
︒

惣
而
言
レ

之
︑
以
下

興
二

復
亡
国
一

合
期
済
上レ

事
︑
可
レ

為
二

殊
功
一︒

（
近
代
の
例
︑
早
く
公
文
を
勘
ず
る
の
者
は
︑
上
功
と
為
し
抽
賞
せ
ら
る
︒︹
略
︺

但
し
国
の
興
亡
に
随
ひ
て
分
別
有
る
べ
き
か
︒
同
品
の
国
は
︑
事
共
に
擁
滞
せ

ざ
れ
ば
︑
早
晩
の
間
︑
優
劣
有
る
べ
し
︒
亡
廃
難
済
の
国
に
至
り
て
は
︑
或
は

前
司
多
く
公
文
を
勘
ぜ
ず
︑
早
く
事
を
済
ま
す
と
雖
も
︑
調
大
帳
租
出
挙
帳
等
︑

越
勘
す
る
こ
と
能
は
ず
︑
窮
民
を
優
す
る
の
間
︑
済
事
自
ら
擁
滞
す
︒
漸
々
之

を
済
ま
す
も
︑
年
月
馳
の
如
し
︒
此
く
の
如
き
の
輩
は
︑
遅
く
公
文
を
勘
ず
る

と
雖
も
︑
適
任
国
を
興
復
せ
ば
︑
猶
良
吏
と
称
す
べ
し
︒
格
に
云
く
︑
殷
富
国

郡
実
を
積
む
こ
と
年
久
し
き
は
︑
此
新
人
の
功
に
非
ら
ず
︑
衰
弊
漸
有
り
て
常

に
多
く
未
納
す
る
は
︑
亦
た
後
人
の
過
に
非
ら
ず
と
云
々
︒
又
た
延
喜
天
暦
の

旧
風
を
尋
ぬ
る
に
︑
難
済
国
に
任
ず
る
の
者
は
︑
調
庸
惣
返
抄
を
請
ひ
究
め
ず
︑

任
中
税
帳
を
勘
畢
せ
ず
と
雖
も
︑
其
の
済
ま
す
所
前
任
に
勝
れ
る
を
以
て
︑
多

く
要
国
に
任
ぜ
ら
る
︒
何
ぞ
況
や
漸
く
亡
国
の
事
を
済
ま
し
︑
公
文
を
勘
畢
せ

る
の
者
︑
敢
て
拙
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
か
︒
此
く
の
如
き
の
国
は
︑
能
く
会
釈

す
べ
し
︒
往
代
或
は
別
功
を
用
ら
れ
ず
︑新
委
憂
国
の
甚
也
︒
惣
て
之
を
言
う
に
︑

亡
国
を
興
復
し
合
期
事
を
済
ま
す
を
以
て
︑
殊
功
と
為
す
べ
し
︒）

　
受
領
功
過
定
に
先
立
ち
︑
受
領
は
主
計
寮
・
主
税
寮
の
公
文
勘
会
を
経
る
必

要
が
あ
る（

41
）

︒
公
文
勘
会
と
は
二
寮
に
お
け
る
惣
返
抄
の
発
給
と
正
税
帳
の
勘
済

（
正
税
返
却
帳
の
発
給
）
を
意
味
し
︑
二
寮
の
審
査
を
経
て
作
成
さ
れ
る
大
勘
文

が
受
領
功
過
定
の
資
料
と
な
る
︒
こ
の
公
文
勘
済
の
早
晩
は
︑
受
領
の
評
価
と

直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
受
領
巡
任
の
候
補
者
に
は
旧
吏
と
新
叙
の
別
が
あ

り
︑
旧
吏
は
公
文
勘
済
を
終
え
た
受
領
経
験
者
︑
新
叙
は
蔵
人
や
検
非
違
使
尉

な
ど
の
要
職
を
経
て
叙
爵
し
た
後
に
は
じ
め
て
受
領
に
任
命
さ
れ
る
者
で
あ
る

が
︑
こ
の
う
ち
旧
吏
の
場
合
︑
玉
井
力
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に（

42
）

︑「
任
中
」

「
得
替
合
格
」「
鎮
西
一
」
の
区
別
が
あ
る
︒「
任
中
」
は
任
期
満
了
を
待
た
ず

に
公
文
勘
済
し
た
者
︑「
得
替
合
格
」
は
任
期
満
了
後
二
年
以
内
に
公
文
勘
済
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し
た
者
︑「
鎮
西
一
」
は
未
詳
だ
が
大
宰
府
管
内
国
の
優
遇
措
置
と
考
え
ら
れ

る
︒
こ
の
よ
う
に
公
文
勘
済
を
終
え
た
者
が
次
の
受
領
の
ポ
ス
ト
を
得
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
︑
任
中
公
文
勘
済
者
は
「
毎
年
必
任
之（

43
）

」
と
さ
れ
る
よ
う
に
特
に

優
先
さ
れ
た
︒

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
︻
史
料
11
︼
を
見
る
と
︑
近
代
の
例
で
は
早
期
に
公
文

勘
会
を
済
ま
せ
た
者
を
上
功
と
し
て
賞
す
べ
き
と
す
る
の
は
理
解
で
き
よ
う
︒

と
こ
ろ
が
︑
そ
の
際
に
は
「
国
の
興
亡
」
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
︑
興
亡
が

同
程
度
の
国
で
あ
れ
ば
︑
納
税
に
滞
り
が
な
け
れ
ば
公
文
勘
済
の
早
晩
で
優
劣

を
つ
け
る
が
︑
亡
弊
国
に
お
い
て
は
公
文
勘
済
が
遅
れ
た
と
し
て
も
︑
任
国
を

復
興
さ
せ
れ
ば
良
吏
と
称
す
べ
き
で
あ
る
︑
と
も
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
亡
国
受

領
は
そ
の
困
難
さ
が
配
慮
さ
れ
︑
公
文
勘
済
の
早
晩
を
問
う
こ
と
は
せ
ず
︑
任

国
の
復
興
を
最
大
の
任
務
と
さ
れ
た
︒﹃
江
家
次
第
﹄
巻
四
除
目
に
は
「
亡
国

数
代
不
レ

済
二

公
文
一

之
間
有
二

勘
済
人
一

者
︑
不
レ

待
レ

巡
被
レ

任
」
と
︑
亡
国
で
数

代
の
受
領
が
公
文
勘
済
を
し
な
い
中
︑
勘
済
す
る
者
が
現
れ
た
場
合
︑
そ
の
人

物
を
巡
を
待
た
ず
に
次
の
受
領
に
任
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た（

44
）

︒

　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
︑
延
喜
天
暦
の
旧
風
と
し
て
︑
難
済
国
受
領
は
調
庸

惣
返
抄
を
受
け
ず
︑
税
帳
も
勘
済
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
︑
納
税
が
前
任
者

よ
り
勝
っ
て
い
れ
ば
︑
多
く
「
要
国
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
︒
こ
の
「
要

国
」
は
自
筆
本
に
よ
れ
ば
︑
最
初
「
熟
国
」
と
し
て
い
た
の
を
抹
消
し
て
書
き

直
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
点
︑
様
々
な
解
釈
が
あ
り
得
る
が
︑
Ｖ
給
官
事
で
は

「
旧
例
︑
雖
レ

未
レ

得
二

解
由
一

者
︑
若
有
二

循
良
之
聞
一︑
且
問
二

公
事
済
否
一︑
有
下

被
レ

任
二

難
治
国
一

之
例
上

」
と
︑
解
由
を
得
て
い
な
く
と
も
良
吏
の
聞
こ
え
が
あ

れ
ば
「
難
治
国
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
あ
る
か
ら
︑
こ
こ
で
の
「
要
国
」
は
「
難

治
国
」
す
な
わ
ち
亡
国
で
あ
る
と
考
え
て
お
く
︒
亡
国
は
特
に
良
吏
を
配
し
て

統
治
さ
せ
る
べ
き
重
要
な
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
延
喜
天
暦
の
時
代
に
は
公
文

勘
済
と
い
う
手
続
き
よ
り
も
︑
実
際
に
ど
の
程
度
復
興
を
果
た
し
た
の
か
が
重

視
さ
れ
︑
復
興
を
果
た
し
た
良
吏
は
重
要
な
国
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
︑
こ

う
し
た
あ
り
方
を
理
想
的
な
も
の
と
公
任
は
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
の

こ
と
は
︑
吏
途
指
南
の
次
の
箇
所
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

︻
史
料
12
︼
吏
途
指
南
Ｗ
給
官
事

外
官
除
目
受
領
之
挙
︑
先
可
レ

入
下

令
レ

興
二

復
任
国
一

之
者
上︒
合
期
勘
二

公

文
一︑
成
二

別
功
一

之
者
︑
次
々
可
レ

入
レ

之
︒

（
外
官
除
目
受
領
の
挙
は
︑
先
ず
任
国
を
興
復
せ
し
む
る
の
者
を
入
る
べ
し
︒

合
期
公
文
を
勘
じ
︑
別
功
を
成
す
の
者
︑
次
々
に
之
を
入
る
べ
し
︒）

　︻
史
料
12
︼
は
い
わ
ゆ
る
受
領
挙
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
︑
受
領
挙
と
は

除
目
に
お
い
て
公
卿
が
受
領
候
補
者
を
推
挙
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
受
領

挙
で
は
欠
国
を
注
記
し
た
料
紙
に
公
卿
が
自
ら
の
推
薦
す
る
人
を
書
き
入
れ
大

臣
に
進
上
し
︑
大
臣
が
天
皇
に
奏
上
す
る
の
だ
が（

45
）

︑︻
史
料
12
︼
で
は
そ
の
際

推
挙
す
べ
き
者
の
条
件
と
し
て
︑
ま
ず
任
国
を
復
興
さ
せ
た
者
を
入
れ
︑
次
い

で
合
期
公
文
勘
済
者
や
成
功
を
実
行
し
た
者
を
入
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
︒
亡
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国
の
復
興
が
最
も
受
領
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
こ
こ
か

ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒

　
最
後
に
︑
延
任
・
重
任
に
関
す
る
次
の
記
事
で
あ
る
︒

︻
史
料
13
︼
吏
途
指
南
D
延
任
重
任
事

延
任
之
人
︑
以
レ

不
レ

召
二

替
人
一

可
レ

知
レ

之
︒
但
重
任
之
人
︑
可
レ

載
二

除

目
一

歟
︒
件
等
之
事
︑
可
レ

尋
二

旧
例
一︒︹
中
略
︺
抑
興
二

復
亡
国
一︑
弁
済
不

レ

懈
︑
或
及
二

任
終
一︑
逢
二

官
舎
焼
亡
等
一

之
輩
︑
邂
逅
可
レ

有
二

延
任
之
恩
一︒

須
下

勘
二

任
中
所
一レ

済
︑
然
後
許
上レ

之
︒
至
二

于
重
任
一︑
可
レ

在
二

非
常
之
功

勲
一

歟
︒

（
延
任
の
人
は
︑
替
人
を
召
さ
ざ
る
を
以
て
之
を
知
る
べ
し
︒
但
し
重
任
の
人
は
︑

除
目
に
載
す
べ
き
か
︒
件
等
の
事
は
︑
旧
例
を
尋
ぬ
べ
し
︒︹
中
略
︺
抑
も
亡

国
を
興
復
し
︑
弁
済
懈
ら
ず
︑
或
は
任
終
に
及
び
︑
官
舎
焼
亡
等
に
逢
ふ
の
輩
︑

邂
逅
延
任
の
恩
有
る
べ
し
︒
任
中
済
ま
す
所
を
勘
じ
︑
然
る
後
之
を
許
す
べ
し
︒

重
任
に
至
り
て
は
︑
非
常
の
功
勲
在
る
べ
き
か
︒）

　
延
任
は
一
年
な
い
し
二
年
の
任
期
延
長
︑
重
任
は
同
じ
国
に
再
任
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
︒
延
任
・
重
任
は
成
功
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
︑
成
功
制
の
一
環
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
︑︻
史
料
13
︼
で
は
︑

亡
国
を
復
興
さ
せ
て
弁
済
怠
り
な
い
者
は
︑
任
終
年
に
官
舎
が
焼
亡
し
て
し

ま
っ
た
者
と
並
ん
で
延
任
の
恩
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
︑
重
任
は
さ
ら
に

非
常
な
功
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
︒
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
亡
国
受
領
の
延
任
の

実
例
は
次
の
史
料
に
見
え
る
︒

︻
史
料
14
︼﹃
小
右
記
﹄
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
三
月
一
日
条

︹
前
略
︺
又
云
︑
下
総
守
為
頼
申
被
重
任
﹇
　
　
﹈
逃
散
民
勧
農
業
者
︑

⃞
（
下
）
二

給
申
文
一︒
御
消
息
云
︑﹇
　
　
﹈
討
之
間
有
レ

勤
之
由
云
々
︒

若
可
レ

有
二

裁
許
一

哉
何
如
︒
報
云
︑﹇
　
　
﹈（
下
総
ヵ
）
国
依
下

追
二

討
忠

常
一

之
事
上

亡
弊
殊
甚
云
々
︒
為
頼
云
︑﹇
　
　
﹈
貯
可
レ

及
二

饑
餓
一︒
亦
妻

⃞
女
去
年
憂
二

死
道
路
一︑
依
レ

無
レ

牢
（
辜
ヵ
）︑
京
中
之
人
見
歎
之
由
云
々
︒

先
被
レ

優
二

二
箇
年
任
一︑
若
﹇
　
　
﹈
良
吏
之
聞
︑
臨
彼
時
可
レ

被
レ

延
二

今

二
箇
年
一

歟
︒
抑
安
房
・﹇
　
　
﹈（
上
総
ヵ
）・
下
総
已
亡
国
也
︒
被
レ

加
二

公
力
一︑
令
レ

期
二

興
復
一

尤
佳
︒

（
書
き
下
し
省
略
）

　
下
総
守
藤
原
為
頼
が
重
任
を
申
請
し
た
件
に
つ
い
て
の
関
白
藤
原
頼
道
の
御

消
息
に
対
し
て
︑
下
総
国
は
忠
常
の
乱
に
よ
っ
て
亡
弊
が
特
に
甚
だ
し
く
︑
ま

た
為
頼
自
身
の
悲
惨
な
状
況
を
勘
案
し
て
︑
ま
ず
二
年
の
延
任
を
与
え
︑
も
し

良
吏
の
聞
こ
え
が
あ
れ
ば
そ
の
時
に
も
う
二
年
延
任
さ
せ
る
の
が
よ
い
と
実
資

は
答
え
て
い
る
︒
こ
こ
で
坂
東
国
の
亡
国
化
に
対
し
て
「
公
力
」
を
加
え
て
興

復
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
︒
亡
国
に
対
す
る
受

領
の
延
任
・
重
任
は
︑
良
吏
の
任
用
に
よ
っ
て
亡
国
復
興
を
図
る
こ
と
を
意
図
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し
た
も
の
で
あ
り
︑
こ
れ
を
「
公
力
を
加
え
る
」
と
す
る
こ
と
は
︑
受
領
を
介

し
た
全
国
支
配
の
理
念
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
る
︒

　
延
任
・
重
任
を
申
請
し
た
受
領
の
申
文
の
実
例
は
﹃
朝
野
群
載
抄
﹄
に
五
例

収
載
さ
れ
て
い
る
が
（
四
・
六
・
八
号
文
書
）︑
こ
の
う
ち
三
例
が
亡
国
を
復
興

す
る
た
め
に
延
任
・
重
任
さ
せ
て
ほ
し
い
︑
と
い
う
論
旨
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と

も
延
任
・
重
任
が
本
来
的
に
は
亡
国
の
復
興
の
た
め
に
許
可
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
す
︒
ま
た
少
し
事
情
は
異
な
る
が
︑
七
号
文
書
（
永
久
四
年

（
一
一
一
六
）
十
月
日
下
総
国
司
重
任
申
文
）
で
は
「
何
況
彼
皆
熟
国
︑
是
已
亡
境
︑

謂
二

其
優
劣
一

何
無
二

裁
許
一

哉
」
と
︑
紀
伊
国
の
日
前
・
国
懸
社
や
出
雲
の
杵
築

社
な
ど
の
造
営
の
た
め
に
重
任
さ
れ
た
例
を
引
き
︑
こ
れ
ら
の
国
は
熟
国
で
あ

り
︑
下
総
は
亡
国
な
の
だ
か
ら
重
任
を
裁
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
の
も
右
の
理
解
を
裏
付
け
よ
う
︒

　
以
上
の
よ
う
に
︑
吏
途
指
南
に
は
亡
国
受
領
に
対
す
る
特
別
な
措
置
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
︒
ま
ず
亡
国
に
赴
任
す
る
受
領
に
対
し
て
は
天
皇
自
ら
復
興
を

命
じ
︑
そ
の
際
復
興
を
果
た
し
た
受
領
へ
の
勧
賞
を
約
束
す
る
︒
受
領
の
赴
任

後
に
は
受
領
か
ら
の
申
請
と
そ
れ
を
裁
定
す
る
条
事
定
を
通
じ
て
亡
国
の
税
物

を
一
部
免
除
す
る
こ
と
で
復
興
を
支
援
す
る
︒
さ
ら
に
任
期
後
の
功
過
定
で
は

公
文
勘
会
が
困
難
な
点
を
配
慮
し
︑
実
績
あ
る
良
吏
を
延
任
・
重
任
に
よ
り
亡

国
受
領
に
任
命
し
復
興
を
図
る
︒
こ
の
一
連
の
対
応
が
受
領
を
通
じ
た
地
方
支

配
の
本
来
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た
︒
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
罷
申
に
お
け
る
亡

国
復
興
指
示
の
初
見
が
延
喜
六
年
の
例
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
お
そ
ら

く
亡
国
概
念
が
成
立
す
る
本
質
的
な
背
景
に
は
受
領
を
通
じ
た
復
興
の
理
念
が

あ
り
︑
亡
国
受
領
へ
の
優
免
制
度
も
そ
う
し
た
理
念
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒

　

第
三
章
　
熟
国
・
亡
国
概
念
の
変
容

一
　
源
為
憲

　
前
章
で
は
吏
途
指
南
を
素
材
と
し
て
熟
国
・
亡
国
概
念
を
検
討
し
て
き
た
が
︑

前
述
の
よ
う
に
吏
途
指
南
は
公
任
の
主
観
が
強
く
介
入
す
る
性
格
の
も
の
で
あ

り
︑
そ
こ
に
記
述
さ
れ
る
地
方
支
配
の
あ
り
方
は
︑
本
来
あ
る
べ
き
理
想
像
と

し
て
描
か
れ
る
︒
し
た
が
っ
て
そ
う
し
た
理
想
像
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
別
の
視
角
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
︒
そ
こ
で

本
章
で
は
︑
ま
ず
具
体
的
な
一
人
の
受
領
の
事
例
を
検
討
し
︑
熟
国
・
亡
国
概

念
の
実
際
の
役
割
に
迫
る
こ
と
と
し
よ
う
︒

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
︑
源
為
憲
（
九
四
一
～
一
〇
一
一
）
の
場
合
で
あ
る
︒

彼
は
﹃
口
遊
﹄
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
︑
大
学
に
学
び
文
章
生
︑
内
記
︑

蔵
人
︑
式
部
丞
を
経
た
あ
と
遠
江
︑
美
濃
︑
伊
賀
な
ど
の
受
領
を
歴
任
し
て
伊

賀
守
在
任
中
に
卒
去
し
た
︒

　﹃
本
朝
文
粋
﹄
巻
六
奏
状
中
に
は
︑
為
憲
が
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
正
月

二
十
三
日
に
提
出
し
た
︑
受
領
任
官
を
求
め
る
申
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

46
）

︒
長

文
の
た
め
引
用
は
避
け
る
が
︑
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒
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為
憲
は
︑
遠
江
国
税
物
弁
済
の
功
︑
並
び
に
成
業
の
労
に
よ
り
︑
美
濃
や

加
賀
な
ど
の
闕
国
の
拝
任
を
申
請
し
た
︒
為
憲
は
正
暦
二
年
（
九
九
一
）

に
遠
江
守
と
な
り
︑
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
に
得
替
解
任
︑
翌
年
正
月
に

治
国
加
階
さ
れ
て
い
る
︒
為
憲
が
拝
任
し
た
遠
江
は
最
初
は
凋
残
し
て
い

た
が
︑
治
略
を
廻
ら
し
た
結
果
興
復
し
︑
前
司
任
終
年
に
一
二
〇
〇
余
町

だ
っ
た
作
田
は
︑
為
憲
の
任
終
年
に
は
三
五
〇
〇
余
町
に
な
っ
た（

47
）

︒
さ
ら

に
︑
任
中
の
正
暦
五
年
十
二
月
に
惣
返
抄
を
受
け
︑
交
替
年
の
長
徳
元
年

十
二
月
に
税
帳
返
却
帳
を
受
け
る
な
ど
︑
期
限
を
守
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

去
年
春
に
闕
国
を
拝
任
し
た
旧
吏
七
人
は
︑
公
文
勘
済
の
時
期
は
為
憲
よ

り
も
遅
く
︑
撫
民
の
聞
こ
え
も
為
憲
に
及
ぶ
者
は
い
な
い
︒
古
く
良
吏
と

い
う
の
は
合
期
見
上
と
任
国
不
亡
の
二
つ
に
勤
め
る
者
で
あ
る
︒
延
喜
天

暦
の
故
事
で
は
︑
官
吏
任
用
は
ま
ず
功
労
に
よ
り
︑
功
労
が
同
じ
な
ら
ば

成
業
の
有
無
に
よ
る
︒
為
憲
は
成
業
︑
任
国
の
興
復
︑
早
期
公
文
勘
済
と
︑

一
身
に
て
三
功
を
兼
ね
て
い
る
の
で
︑
ぜ
ひ
と
も
受
領
を
拝
任
し
た
い
︒

　
為
憲
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
︑
成
業
︑
任
国
復
興
︑
早
期
公
文
勘
済
と
い
う

三
つ
の
功
が
あ
る
自
分
こ
そ
受
領
を
拝
任
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
︑
と
い
う
も
の

で
あ
る
︒
こ
こ
で
い
う
「
任
国
復
興
」
は
具
体
的
に
は
前
司
ま
で
の
不
勘
佃
田

を
減
少
さ
せ
作
田
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
︒
し
か
も
為
憲
は
亡
国
に
お
い

て
任
中
に
公
文
を
勘
済
し
て
お
り
︑
第
二
章
で
見
た
制
度
の
あ
り
方
か
ら
す
れ

ば
非
常
の
功
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
︒
そ
こ
で
自
薦
の
根
拠
と
し
て
特
に
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

　
ま
た
︑
こ
の
前
年
の
長
徳
二
年
九
月
四
日
に
︑
為
憲
は
播
磨
守
の
任
官
を
求

め
る
申
文
も
提
出
し
て
い
る（

48
）

︒
こ
の
時
は
別
の
者
が
任
命
さ
れ
た
た
め
叶
わ
な

か
っ
た
が
︑
彼
が
申
請
し
た
播
磨
︑
さ
ら
に
長
徳
三
年
に
申
請
し
た
美
濃
や
加

賀
は
土
田
氏
の
格
付
け
に
当
て
は
め
て
も
基
本
的
に
は
熟
国
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
︒
つ
ま
り
為
憲
は
︑
亡
国
復
興
の
功
を
も
っ
て
熟
国
へ
の
任
官
を
狙
っ

た
の
で
あ
る
︒

　
さ
て
︑
長
徳
三
年
の
申
文
に
よ
っ
て
︑
結
局
為
憲
は
美
濃
国
を
拝
任
し
︑
念

願
の
熟
国
受
領
と
な
っ
た
︒
為
憲
の
キ
ャ
リ
ア
は
順
風
満
帆
の
よ
う
に
見
え
た

が
︑
長
保
元
年
（
九
九
九
）︑
あ
る
不
祥
事
が
発
覚
す
る
︒
藤
原
宗
忠
に
よ
る

橘
惟
頼
・
平
頼
親
ら
の
殺
害
事
件
に
関
与
し
た
と
し
て
︑
美
濃
守
の
釐
務
を
停

止
さ
れ
た
の
で
あ
る（

49
）

︒
こ
の
事
件
に
お
け
る
為
憲
の
処
遇
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ

い
て
は
︑
倉
本
一
宏
氏
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で（

50
）

︑
氏
の
研
究
を
参
照
し
つ

つ
見
て
み
よ
う
︒

　
為
憲
の
処
遇
の
決
定
に
先
立
ち
︑
正
月
五
日
に
︑
美
濃
守
為
憲
の
釐
務
が
停

止
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
美
濃
か
ら
の
貢
納
が
ス
ト
ッ
プ
し
︑
冷
泉
院
御
八
講
布

施
料
が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
︒
こ
の
時
は
元
日
禄
料
絹
を
借
用
す

る
こ
と
に
し
た
が
︑
熟
国
の
貢
納
に
依
存
す
る
貴
族
社
会
の
様
子
を
よ
く
あ
ら

わ
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
︑
二
月
十
二
日
に
は
東

三
条
院
よ
り
為
憲
の
罪
を
免
ぜ
よ
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
︒
し
か
し
行
成
が
東
三

条
院
の
仰
せ
を
道
長
に
伝
え
た
と
こ
ろ
︑
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
公
卿
合
議
で
決
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定
し
た
い
︑
と
の
返
答
が
あ
っ
た
︒
そ
し
て
二
十
二
日
︑
為
憲
の
処
遇
を
定
め

る
陣
定
が
開
催
さ
れ
る
︒
こ
の
日
は
参
入
し
て
い
る
公
卿
が
少
な
く
︑
道
長
は

陣
定
を
延
期
し
た
い
と
奏
上
し
た
が
︑
参
入
し
て
い
る
公
卿
の
み
で
定
め
よ
と

の
天
皇
の
仰
せ
に
よ
り
陣
定
は
行
わ
れ
︑
結
局
為
憲
は
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
︒

　
こ
こ
で
﹃
権
記
﹄
に
記
さ
れ
た
陣
定
の
議
論
を
見
る
と
︑
為
憲
を
優
免
す
る

こ
と
と
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
︑「
彼
国
百
姓
等
申
下

国
内
興
復
不
レ

可
二

解

任
一

之
由
上

」︑
と
あ
り
︑
任
国
の
百
姓
が
︑
為
憲
は
国
内
を
復
興
さ
せ
た
た
め

解
任
す
べ
き
で
は
な
い
︑
と
申
上
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
︒
任
国
の
復
興
＝
良
吏
と
い
う
認
識
は
任
国
の
百
姓
も
有
し
て
い

た
︒

　
為
憲
の
優
免
は
︑
陣
定
以
前
に
東
三
条
院
よ
り
許
す
べ
き
と
の
意
向
が
示
さ

れ
︑
一
条
天
皇
も
公
卿
の
人
数
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
陣
定
の
開
催
を
促

し
た
こ
と
か
ら
︑
倉
本
氏
が
い
う
よ
う
に
︑
陣
定
の
議
論
に
か
か
わ
ら
ず
政
権

上
層
部
の
既
定
路
線
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
そ
れ
で
も
道
長
が
陣
定
の
体
裁
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
︒
受
領
統
治
︑
地
方
支
配
︑
刑
罰

の
決
定
に
関
わ
る
こ
と
は
陣
定
で
議
論
す
べ
き
も
の
で
あ
り
︑
そ
れ
に
よ
っ
て

中
央
政
府
に
よ
る
全
国
支
配
は
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

二
　
受
領
統
治
制
度
の
変
容

　
以
上
︑
見
て
き
た
為
憲
の
事
例
を
参
考
に
︑
熟
国
・
亡
国
概
念
の
あ
り
方
を

見
て
み
よ
う
︒
ま
ず
︑
受
領
は
亡
国
の
復
興
を
根
拠
と
し
て
︑
次
の
ポ
ス
ト
を

申
請
す
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
受
領
が
任
官
申
請
時
に
提
出
し
た
申
文

の
実
例
は
様
々
な
史
料
に
見
え
︑
そ
の
中
で
熟
国
・
亡
国
概
念
に
関
わ
る
記
載

が
あ
る
も
の
を
ま
と
め
た
の
が
︻
表
2
︼
で
あ
る
︒︻
表
2
︼
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
︑
亡
国
の
復
興
を
任
官
の
根
拠
と
す
る
事
例
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
︑
ひ
と

り
為
憲
の
み
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
為
憲
は
遠
江
在
任
時
︑
亡
国
で
あ
る
任
国
の
復
興
に
務
め
︑
成
果
を
あ
げ
た

が
︑
そ
れ
は
次
に
播
磨
や
美
濃
な
ど
熟
国
へ
と
遷
る
た
め
だ
っ
た
と
思
わ
れ
︑

亡
国
へ
の
赴
任
は
あ
ま
り
望
ま
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒
受
領
が
亡
国
へ
の
赴
任
を

喜
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
次
の
史
料
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
︒

︻
史
料
15
︼
吏
途
指
南
Ａ
国
司
下
向
早
晩
事

難
治
亡
廃
之
国
︑
依
レ

非
レ

所
レ

望
︑
早
不
二

下
向
一

之
間
︑
任
国
雑
事
多
以

擁
滞
︒
因
レ

之
︑
任
二

其
替
一︑
不
レ

被
二

叙
用
一

也
︒

（
難
治
亡
廃
の
国
は
︑
望
む
所
に
非
ら
ざ
る
に
依
り
︑
早
く
下
向
せ
ざ
る
の
間
︑

任
国
の
雑
事
多
く
以
て
擁
滞
す
︒
之
に
因
り
︑
其
の
替
を
任
じ
︑
叙
用
せ
ら
れ

ざ
る
也
︒）

　
難
治
亡
廃
の
国
は
受
領
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
た
め
︑
な
か
な
か
下
向
せ

ず
︑
そ
う
し
て
い
る
間
に
国
務
は
滞
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
︑
一
般
的
に
受
領
は
亡
国
へ
の
赴
任
を
望
ま
な
か
っ
た
︒
そ
の
一
方
で
亡
国
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表２　受領任官・延任・重任申文に見える熟国・亡国

No. 年月日 西暦 申文提出者 申請 内　　容 出典

1
天延 2
12.17

974 藤原倫寧
旧吏新叙相半して
欠国を拝任するこ
とを上奏

国には大小や「興亡」があり、それぞ
れの国ごとに功を論ずるべきである

本朝文粋

2
長徳 3
正 .23 

997 遠江守源為憲
美濃加賀の欠の拝
任を申請

遠江守在任中の作田の拡大、早期公文
勘済による拝任を主張

本朝文粋

3
寛仁 4
正 .15

1020 大江時棟

安房国司任中の公
文勘畢の功により
丹後上野出羽の欠
国拝任を申請

歴代の安房国司で公文を勘畢した国
司はほとんどいないにもかかわらず
時棟は勘畢した。「近京熟国」と「遠
処小国」とでは優劣があり、格別の賞
に預かるはずである

本朝続文粋

4
万寿 5 

4.26
1028

遠江国司
（守源安道）

国分寺修造覆勘使
申請

覆勘の際に「亡弊之国」は労費がある
ことを考慮して欲しい

朝野群載抄

5 康平 3 1060 播磨守藤原泰憲 延任申請

「亡弊異損之国」は国司の任期を延長
して興復させるのが古今の例である。
播磨は「大国」というが実際には「亡
境」となっている

朝野群載抄

6
康平 8
正 .26

1065 伊予守源頼義 重任申請
征夷の勲功により重任して任国の興
復と公事勘済をしたい

朝野群載抄 

本朝続文粋

7
永久 4
正 .23

1116
大蔵権少輔
藤原朝臣成房

成功により駿河・
伊豆国等の拝任を
申請

私物をもって別功を成した者は「要
国」を拝するのが不易の恒規であると
して駿河・伊豆等の拝任を申請

大間成文抄

8
永久 4
正 .24

1116
散位従五位下
藤原朝臣行佐

紀伊国拝任を申請

蔵人の労によって「要国」を拝任する
のは古今の定例であり、また鳥羽天皇
の御世となり十年の間の先例では蔵
人を「当時の熟国」に任ずることと
なっている

大間成文抄

9
永久 4
正 .28

1116
散位従五位下
藤原朝臣永俊

伊豆・筑後などの
闕国拝任を申請

民部丞巡第一の労によって「要国」の
守を拝任するのが例であるので、伊
豆・筑後などを拝任したい

大間成文抄

10
永久
4.10

1116 下総国司 重任申請

香取社神殿等の造営のため重任を申
請。造営による重任は紀伊日前・国懸、
出雲杵築社の例があり、これらは皆

「熟国」であるので、「亡境」である下
総も認められるはずである

朝野群載抄

11
大治
5.12

1130
丹波守藤原朝臣

（公通）
重任申請

「諸国異損」の時は重任宣旨が下され
るのが承前の例である。丹波は近年

「凋亡殊甚」であり、重任されなけれ
ば興復の計をめぐらすことが困難で
ある

朝野群載抄

12
仁安 3
正 .15

1168
散位従五位下
大江朝臣成兼

熟国拝任を申請
官史第一巡であるのに三年捨て置か
れたため「熟国守」の拝任を申請

兵範記紙背
文書 106

13
治承 3
正 .14

1179
散位従五位下
藤原朝臣親光

対馬嶋司の拝任を
申請

蔵人を経て栄爵に預かった者は「要
国」の宰吏に任ずるのが古今の例であ
るので、対馬嶋司を拝任したい

大間成文抄

14 不明 － 越前国司
勘済三カ年公事に
よる勧賞

下総・常陸三カ年の公事勘済で勧賞に
預かるが、越前は三国の内でも「最亡」
である

朝野群載抄
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の
復
興
は
大
き
な
功
績
と
さ
れ
た
か
ら
︑
受
領
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に

こ
と
さ
ら
に
復
興
の
功
を
主
張
し
た
わ
け
で
あ
る
︒

　
次
に
︑
為
憲
個
人
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
っ
て
美
濃
と
い
う
熟
国
の
貢
納
が

止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
行
事
に
影
響
が
生
じ
︑
そ
れ
に
よ
り
為
憲
の
罪
が
免

ぜ
ら
れ
た
事
実
か
ら
は
︑
熟
国
の
貢
納
に
大
き
く
依
存
す
る
国
家
財
政
の
あ
り

方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒
中
央
政
府
の
側
か
ら
す
れ
ば
︑
第
一
章
で
見

た
よ
う
に
熟
国
の
税
物
は
重
要
な
支
出
に
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
︑
円
滑
に

収
取
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
︑
多
少
の
不
祥
事
に
も
目
を
つ
ぶ
っ
た
︑
と
い

う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
︒

　
熟
国
受
領
は
︑
狭
義
の
国
家
財
源
た
る
納
官
物
の
み
な
ら
ず
︑
私
的
な
経
済

奉
仕
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
大
国
受
領
を
歴
任
し
た
源
頼
光

に
よ
る
貴
族
へ
の
経
済
的
奉
仕
は
有
名
で
あ
る（

51
）

︒
ま
た
︑
受
領
が
私
財
を
投
入

し
て
重
任
な
ど
を
得
る
成
功
も
あ
る
︒
第
一
章
で
触
れ
た
寛
弘
二
年
の
内
裏
再

建
で
は
︑
熟
国
で
あ
る
播
磨
の
受
領
に
よ
る
成
功
が
採
用
さ
れ
た
し
︑
時
代
は

降
る
が
﹃
中
右
記
﹄
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
六
月
十
三
日
条
で
は
「
堪
レ

事

大
国
受
領
募
二

成
功
一

可
レ

造
之
事
」
と
︑
大
国
受
領
よ
り
成
功
を
募
る
な
ど
︑

成
功
は
熟
国
受
領
の
私
富
を
回
収
し
︑
国
家
財
政
に
組
み
込
む
機
能
を
有
し
た

の
で
あ
る
︒

　
第
二
章
で
見
た
理
想
的
地
方
支
配
の
あ
り
方
と
し
て
は
︑
亡
国
こ
そ
有
能
な

受
領
を
任
ず
る
べ
き
で
あ
る
し
︑
彼
ら
に
は
再
任
・
延
任
・
重
任
な
ど
の
恩
を

与
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
一
方
で
受
領
は
亡
国
へ
の
赴
任
は
望
ま
な

か
っ
た
し
︑
自
ら
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
︒

︻
史
料
16
︼
吏
途
指
南
Ｅ
臨
時
申
請
雑
事

以
二

絹
一
疋
一

済
二

数
疋
代
一︑
不
用
布
充
二

高
直
一

済
レ

之
︑
多
為
二

私
利
一︑

称
二

之
熟
国
一︒
往
年
代
始
有
二

国
々
色
代
之
定
一︒
近
例
只
以
二

一
任
事
一

為
二

永
例
一︒
依
三

有
縁
者
任
二

熟
国
一

歟
︒

（
絹
一
疋
を
以
て
数
疋
の
代
を
済
ま
し
︑
不
用
の
布
を
高
直
に
充
て
之
を
済
ま

し
︑
多
く
私
利
を
為
し
︑
之
を
熟
国
と
称
す
︒
往
年
は
代
始
に
国
々
色
代
の
定

め
有
り
︒
近
例
は
只
一
任
の
事
を
以
て
永
例
と
為
す
︒
有
縁
の
者
を
熟
国
に
任

ず
る
に
依
る
か
︒）

︻
史
料
16
︼
は
︻
史
料
9
︼
に
続
く
記
事
で
あ
る
︒
近
代
で
は
亡
国
で
あ
っ
た

頃
の
先
例
を
も
っ
て
色
代
が
許
可
さ
れ
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
不
正
な
利
益
を
得
︑

そ
れ
が
で
き
る
国
を
「
熟
国
」
と
称
し
た
と
い
う
︒
受
領
に
と
っ
て
は
自
ら
の

私
腹
を
肥
や
す
こ
と
の
で
き
る
実
入
り
の
良
い
国
こ
そ
が
「
熟
国
」
と
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
か
つ
て
は
天
皇
の
代
始
め
に
色
代

の
定
め
が
あ
っ
た
が
︑
最
近
で
は
受
領
一
人
の
任
の
時
に
色
代
が
許
可
さ
れ
た

こ
と
を
も
っ
て
永
例
と
し
て
お
り
︑
こ
れ
は
「
有
縁
者
」
す
な
わ
ち
摂
関
家
な

ど
と
結
び
つ
い
た
人
々
が
熟
国
に
任
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
︑
と
い
う
︒
熟
国

受
領
と
権
力
者
の
結
び
つ
き
は
次
の
︻
史
料
17
︼
か
ら
も
知
ら
れ
る
︒
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︻
史
料
17
︼﹃
小
右
記
﹄
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
二
月
二
十
日
条

又
昨
日
金
吾
云
︑
主
上
被
レ

仰
云
︑
明
年
但
馬
左
大
臣
懇
切
申
下

有
二

可
レ

任

之
人
一

之
由
上︒
又
備
中
可
レ

任
二

皇
后
宮
申
之
人
一︒
但
可
レ

奏
下

旧
吏
済
二

公

事
一

之
者
上︒
以
二

此
由
一

可
レ

申
二

彼
宮
一

者
︒
閑
廻
二

愚
慮
一︑
事
頗
淡
薄
︑
要

国
皆
人
々
御
得
分
歟
︒
延
喜
天
暦
御
宇
︑
豈
有
レ

如
レ

此
之
乎
︒

（
又
た
昨
日
金
吾
云
く
︑「
主
上
仰
せ
ら
れ
て
云
く
︑『
明
年
の
但
馬
は
左
大
臣

懇
切
に
任
ず
べ
き
の
人
有
る
の
由
を
申
す
︒
又
た
備
中
は
皇
后
宮
申
す
の
人
を

任
ず
べ
し
︒
但
し
旧
吏
公
事
を
済
ま
す
の
者
を
奏
す
べ
し
︒
此
の
由
を
以
て
彼

の
宮
に
申
す
べ
し
』」
て
へ
り
︒
閑
に
愚
慮
を
廻
ら
す
に
︑
事
頗
る
淡
薄
に
し
て
︑

要
国
は
皆
人
々
の
御
得
分
か
︒
延
喜
天
暦
の
御
宇
︑
豈
に
此
の
如
き
こ
と
あ
ら

ん
や
︒）

翌
年
の
但
馬
国
の
受
領
に
は
左
大
臣
道
長
が
特
に
任
用
し
た
い
者
が
い
る
と
の

旨
を
申
し
て
お
り
︑
備
中
も
皇
后
宮
推
薦
の
者
が
い
た
が
︑
備
中
に
つ
い
て
は

受
領
経
験
者
で
納
税
を
済
ま
せ
て
い
る
者
を
推
薦
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ

う
し
た
状
況
に
対
し
実
資
は
「
要
国
は
皆
人
々
の
御
得
分
か
」
と
︑
熟
国
受
領

を
道
長
や
宮
が
手
中
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
︑
延
喜
天
暦
の
時
代

に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
︑
と
歎
い
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
一
方
で
天

皇
と
し
て
は
有
能
な
受
領
を
要
国
に
任
命
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
︑
こ

の
時
代
は
ま
さ
に
地
方
支
配
の
理
想
と
︑
そ
れ
か
ら
の
乖
離
と
い
う
状
況
の
間

で
揺
れ
動
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒

　
こ
れ
が
院
政
期
に
な
る
と
︑﹃
中
右
記
﹄
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
正
月

二
十
四
日
条
に
「
受
領
十
五
个
国
之
中
︑
候
レ

院
之
輩
七
人
︑
多
任
二

熟
国
一

」

と
あ
る
よ
う
に
︑
院
近
臣
に
よ
る
熟
国
の
独
占
が
進
ん
で
い
く
︒
そ
の
背
景
に

は
︑
白
河
天
皇
期
以
降
多
用
さ
れ
て
い
く
成
功
と
︑
そ
れ
に
よ
る
熟
国
の
重
任

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
こ
こ
に
至
っ
て
︑
熟
国
は
完
全
に
権
門
の
手
中
に

落
ち
た
の
で
あ
り
︑
ま
し
て
亡
国
の
復
興
な
ど
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
だ

ろ
う
︒
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
︑
色
代
・
給
復
の
申
請
の
際
に
も
︑
実
際
に
は

亡
弊
状
態
で
は
な
く
な
っ
た
国
が
亡
弊
時
の
先
例
を
持
ち
出
し
て
申
請
を
行
う

こ
と
が
頻
繁
に
あ
っ
た
︒
ま
た
︑﹃
朝
野
群
載
抄
﹄
所
引
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）

丹
波
守
藤
原
公
通
申
文
は
︑
任
国
亡
弊
に
よ
り
重
任
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
が
︑

こ
れ
は
院
近
臣
藤
原
長
実
の
知
行
国
の
一
つ
と
し
て
の
重
任
で
あ
り
︑
実
態
は

熟
国
の
連
任
で
あ
っ
た（

52
）

︒
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
︑
重
任
は
良
吏
を
亡
国
に
任

用
し
復
興
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
の
だ
が
︑
院
政
期
に
は
亡
国
の
復
興

は
単
な
る
口
実
に
過
ぎ
な
く
な
り
︑
実
際
に
は
熟
国
の
独
占
の
た
め
に
利
用
さ

れ
た
の
で
あ
る
︒︻
表
2
︼
に
見
え
る
︑
任
官
申
文
に
お
け
る
亡
国
復
興
と
の

主
張
も
︑
多
く
は
第
二
章
で
整
理
し
た
亡
国
受
領
の
再
任
・
加
階
に
お
け
る
優

遇
制
度
を
適
用
さ
れ
る
た
め
の
口
実
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

　

結
語

　
以
上
︑
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
の
要
点
は
以
下
の
七
つ
で
あ
る
︒
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①
熟
国
・
亡
国
概
念
は
︑
受
領
制
に
基
づ
く
新
た
な
財
政
制
度
の
成
立
に
対

応
し
︑
十
世
紀
後
半
に
現
実
的
な
賦
課
基
準
と
し
て
財
政
制
度
と
結
び
つ
い
た
︒

　
②
熟
国
・
亡
国
の
別
は
数
値
的
基
準
に
よ
る
の
で
は
な
く
︑「
亡
弊
の
聞
こ

え
」
と
い
っ
た
風
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
り
︑
ど
の
国
が
熟
国
・
亡
国
か
は
流
動

的
な
側
面
が
あ
る
︒
地
方
の
情
報
は
諸
国
の
申
請
な
ど
政
務
の
中
で
得
る
ほ
か
︑

親
し
い
受
領
と
の
私
的
な
交
流
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
た
︒

　
③
熟
国
の
税
物
は
一
定
の
収
入
が
見
込
め
る
も
の
と
し
て
恒
常
的
・
重
要
な

支
出
に
確
保
さ
れ
︑
召
物
な
ど
臨
時
の
賦
課
も
優
先
的
に
行
う
一
方
︑
熟
国
受

領
の
私
富
は
成
功
な
ど
私
的
奉
仕
の
形
で
回
収
さ
れ
た
︒

　
④
未
進
が
恒
常
化
し
た
亡
国
に
は
切
下
文
に
よ
り
随
時
徴
収
す
る
こ
と
で
功

過
定
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
し
︑
国
宛
・
召
物
な
ど
の
割
り
当
て
の
際
に
も
配

慮
さ
れ
た
︒

　
⑤
良
吏
を
亡
国
に
配
置
し
て
復
興
を
図
り
︑
臨
時
申
請
雑
事
や
受
領
功
過
定

を
通
じ
て
統
率
し
て
加
階
・
延
任
・
重
任
な
ど
の
恩
賞
を
与
え
︑
さ
ら
に
「
要

国
」
に
任
命
し
て
安
定
的
収
税
を
目
指
す
の
が
理
想
的
な
地
方
支
配
と
さ
れ
︑

こ
れ
は
受
領
を
通
じ
た
全
国
均
一
支
配
の
理
念
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

　
⑥
受
領
の
側
も
亡
国
の
復
興
を
根
拠
に
次
の
ポ
ス
ト
︑
と
り
わ
け
熟
国
の
拝

任
を
目
指
し
︑
亡
国
へ
の
赴
任
は
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
︒
貴
族
社
会
は

熟
国
受
領
の
経
済
的
奉
仕
に
依
存
し
て
い
き
︑
熟
国
受
領
の
任
用
の
場
面
で
は

権
力
者
の
恣
意
が
介
入
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
︒

　
⑦
公
任
の
よ
う
に
理
想
的
地
方
支
配
を
捨
て
な
い
公
卿
が
い
る
一
方
︑
亡
弊

時
の
特
例
を
濫
用
し
て
利
益
を
得
る
受
領
も
存
在
し
︑
さ
ら
に
熟
国
は
権
力
者

の
息
の
か
か
っ
た
者
が
占
め
て
い
く
傾
向
が
摂
関
期
に
既
に
見
ら
れ
た
︒
院
政

期
に
成
功
が
重
要
性
を
増
し
て
い
く
の
に
対
応
し
て
権
門
に
よ
る
熟
国
の
独
占

は
い
っ
そ
う
進
み
︑
受
領
の
任
用
方
式
を
狂
わ
せ
る
な
ど
受
領
制
の
崩
壊
を
招

い
た
︒「
亡
国
の
復
興
」
と
い
う
言
説
は
熟
国
連
任
の
口
実
と
さ
れ
︑
摂
関
期

の
地
方
支
配
理
念
は
変
質
し
て
い
る
︒

　
近
年
︑
摂
関
期
の
国
家
構
造
に
つ
い
て
は
古
代
史
・
中
世
史
双
方
か
ら
優
れ

た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
︑
提
示
さ
れ
る
国
家
像
も
様
々
で
あ
る
︒
十
世
紀

後
半
に
律
令
制
の
根
本
に
関
わ
る
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
見
解
と

な
り
つ
つ
あ
る
が
︑
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
多
様
な
解
釈
が
あ
り
得
る
︒

　
日
本
が
律
令
制
を
導
入
す
る
際
に
は
唐
と
の
社
会
構
造
の
根
本
的
な
相
違
が

あ
り
︑
こ
れ
を
前
提
に
理
想
的
制
度
と
し
て
唐
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た

側
面
と
︑
実
態
に
即
応
す
る
た
め
の
様
々
な
変
更
を
施
し
た
側
面
と
を
含
み
つ

つ
律
令
国
家
は
出
発
し
た
︒
唐
に
倣
い
形
式
的
に
は
計
帳
に
よ
る
人
民
把
握
に

基
づ
く
人
頭
賦
課
税
と
し
て
成
立
し
た
調
庸
制
は
︑
当
初
順
調
に
機
能
し
国
家

財
政
を
支
え
た
が
︑
九
世
紀
以
降
急
速
に
調
庸
の
疎
悪
・
違
期
・
未
進
が
進
行

し
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て
い
く
︒
そ
の
背
景
に
は
︑
調
庸
の
生
産
・
収
取
を
支

え
た
郡
司
層
の
没
落
や
︑
院
宮
王
臣
家
の
在
地
進
出
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ

て
︑
律
令
制
成
立
当
初
の
調
庸
制
（
あ
る
い
は
「
成
立
当
初
の
律
令
制
」
そ
の
も

の
）
を
実
現
さ
せ
る
前
提
と
な
る
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
︑
現
実
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
国
家
と
し
て
の
統
合
機
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能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
律
令
制
の
枠
組
み
を
保
ち
つ
つ
も
様
々
な
面

で
論
理
の
転
換
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
︒
十
世
紀
後
半
の
転
換
は
い
わ
ば
「
律

令
制
の
再
解
釈
」
で
あ
り
︑
熟
国
・
亡
国
概
念
も
︑
全
国
均
一
支
配
の
枠
組
み

を
実
態
に
即
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
︒

　
も
と
よ
り
熟
国
・
亡
国
概
念
の
み
で
こ
の
時
代
の
財
政
・
地
方
支
配
全
体
を

と
ら
え
き
れ
る
は
ず
も
な
く
︑
全
体
像
の
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
擱
筆

す
る
︒

注（
1
）  

後
に
も
触
れ
る
が
︑「
要
国
」
は
文
脈
に
よ
っ
て
熟
国
・
亡
国
両
方
の
意
味
を
指
し
得

る
︒
し
か
し
後
掲
の
吏
途
指
南
に
出
て
く
る
「
要
国
」
以
外
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
熟
国
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
お
そ
ら

く
「
要
国
」
は
言
葉
の
意
味
と
し
て
は
「
重
要
な
国
」
で
あ
り
︑
良
吏
を
任
ず
る
べ
き

国
と
し
て
難
治
国
を
指
す
こ
と
が
あ
っ
た
が
︑
時
代
が
降
る
に
つ
れ
任
官
申
文
に
お
い

て
論
理
が
す
り
替
え
ら
れ
︑
安
定
し
た
財
源
と
し
て
の
熟
国
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

（
2
）  

土
田
直
鎮
「
公
卿
補
任
を
通
じ
て
見
た
諸
国
の
格
付
け
」（﹃
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
﹄

吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
二
年
︑
初
出
一
九
七
五
年
）︒

（
3
）  

寺
内
浩
「
院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領
」（﹃
受
領
制
の
研
究
﹄
塙
書
房
︑

二
〇
〇
四
年
︑
初
出
一
九
九
八
年
）︑
五
味
文
彦
「
院
政
時
代
の
周
防
国
と
諸
国
の
格
付

け
」（﹃
山
口
県
史
の
窓
﹄
資
料
編
古
代
︑
二
〇
〇
一
年
）︒

（
4
）  

大
津
透
「
平
安
時
代
収
取
制
度
の
研
究
」（﹃
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
﹄
岩
波
書
店
︑

一
九
九
三
年
︑
初
出
一
九
九
〇
年
）︒

（
5
）  

中
込
律
子
「
受
領
請
負
制
の
再
検
討
」（﹃
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
﹄
校
倉

書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
三
年
）︒

（
6
）  

本
稿
で
使
用
し
た
引
用
史
料
の
刊
本
は
以
下
の
通
り
︒
令
集
解
・
政
事
要
略
・
本
朝

文
粋
・
本
朝
続
文
粋
・
別
聚
符
宣
抄
・
朝
野
群
載
は
国
史
大
系
︑
小
右
記
・
中
右
記
（
中

右
記
は
史
料
大
成
本
も
）
は
大
日
本
古
記
録
︑権
記
は
史
料
纂
集
︑西
宮
記
・
北
山
抄
（
吏

途
指
南
は
自
筆
本
も
参
照
）・
江
家
次
第
は
故
実
叢
書
︑
左
経
記
・
帥
記
は
史
料
大
成
︑

侍
中
群
要
は
目
崎
徳
衛
氏
校
訂
本
︑
朝
野
群
載
抄
は
高
田
義
人
「『
朝
野
群
載
抄
』
に
つ

い
て
」（﹃
栃
木
史
学
﹄
十
八
︑ 

二
〇
〇
四
年
）︑
大
間
成
文
抄
は
吉
田
早
苗
校
訂
﹃
大
間

成
文
抄
﹄
上
・
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
三
・
一
九
九
四
年
）︑
兵
範
記
紙
背
文
書

は
吉
田
早
苗
「「
兵
範
記
」
紙
背
文
書
に
み
え
る
官
職
申
文
」（﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

報
﹄
二
十
三
・
二
十
四
及
び
﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
﹄
一
︑ 

一
九
八
八
～

一
九
九
〇
年
）︒
そ
の
他
は
そ
の
つ
ど
注
記
し
た
︒

（
7
）  

当
年
の
相
撲
使
定
は
﹃
小
右
記
﹄
万
寿
二
年
三
月
十
日
・
十
一
日
条
に
見
え
る
︒

（
8
）  

相
撲
使
定
は
複
数
の
次
将
の
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
決
定
が
大
将
に
報
告
さ
れ
る
が
︑

多
く
の
場
合
事
前
に
内
定
が
あ
り
大
将
か
ら
次
将
へ
指
示
が
出
さ
れ
た
︒
佐
々
木
恵
介

「『
小
右
記
』に
み
る
摂
関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編﹃
日

本
律
令
制
論
集
﹄
下
巻
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
三
年
）︑
三
七
二
～
三
七
四
頁
︒

（
9
）  

粮
使
に
つ
い
て
は
笹
山
晴
生
「
六
衛
府
制
の
成
立
と
左
右
近
衛
府
」（﹃
日
本
古
代
衛

府
制
度
の
研
究
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
五
年
︑
初
出
一
九
六
二
年
）︑
一
九
五
頁

参
照
︒

（
10
）  

大
津
透
前
掲
注
（
4
）
論
文
︒

（
11
）  
﹃
別
聚
符
宣
抄
﹄
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
九
月
八
日
官
符
︑﹃
西
宮
記
﹄
巻
三
（
八
六
頁
）︒

こ
の
よ
う
に
特
定
の
国
に
対
し
特
定
の
行
事
の
料
物
を
恒
常
的
に
課
す
制
度
を
「
永
宣

旨
料
物
制
」
と
呼
ぶ
︒
前
掲
大
津
透
注
（
4
）
論
文
︑
二
三
三
～
二
三
九
頁
︒

（
12
）  

川
本
龍
市「
切
下
文
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（﹃
史
学
研
究
﹄一
七
八
︑ 

一
九
八
八
年
）︒

（
13
）  

「
熟
食
」
は
百
度
食
の
別
称
で
︑
特
定
の
官
人
に
対
し
勤
務
に
応
じ
て
大
炊
寮
や
大
膳
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職
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与
で
あ
る
︒
相
曽
貴
志
「
百
度
食
と
熟
食
」（﹃
延
喜
式
研
究
﹄

二
十
三
︑ 

二
〇
〇
七
年
）
参
照
︒

（
14
）  
﹃
朝
野
群
載
﹄
巻
二
十
八
諸
国
功
過
︑
五
八
五
頁
に
「
長
和
五
年
符
云
︑
諸
国
年
料
米
︑

各
守
二
月
宛
一︑
兼
月
進
納
︒
若
有
二
違
越
一︑
解
二
却
見
任
一︑
不
二
敢
叙
用
一
」
と
あ
る
︒

（
15
）  

大
津
透
前
掲
注
（
4
）
論
文
︑
二
四
一
頁
︒
な
お
大
津
氏
は
同
論
文
二
四
二
頁
で
︑

切
下
文
に
よ
る
進
上
を
満
た
せ
ば
実
際
に
は
額
は
不
足
で
も
年
料
分
が
完
納
さ
れ
た
と

見
な
さ
れ
︑
亡
国
に
調
庸
・
雑
米
惣
返
抄
が
発
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
︒

（
16
）  

率
分
（
正
蔵
率
分
）
と
は
年
料
の
う
ち
十
分
の
一
（
後
に
は
十
分
の
二
）
を
別
個
に

確
保
し
進
上
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
︒
川
本
龍
市
「
正
蔵
率
分
制
と
率
分
所
」（﹃
弘
前
大

学
国
史
研
究
﹄
七
十
五
︑ 

一
九
八
三
年
）︑
大
津
透
前
掲
注
（
4
）
論
文
参
照
︒

（
17
）  

中
込
律
子
前
掲
注
（
5
）
論
文
︑
六
一
～
六
三
頁
︒

（
18
）  

﹃
権
記
﹄
長
保
元
年
九
月
六
日
条
で
は
︑蔵
人
所
牒
に
よ
っ
て
御
壁
代
等
料
絹
を
伊
勢
・

参
河
・
美
濃
・
尾
張
に
十
疋
ず
つ
︑
但
馬
・
紀
伊
に
五
疋
ず
つ
割
り
当
て
て
い
る
︒
土

田
氏
の
ラ
ン
ク
で
は
参
河
が
丁
以
外
は
全
て
丙
で
あ
る
︒
こ
の
時
の
必
要
量
は
本
来

三
十
疋
で
あ
り
︑
二
十
疋
多
め
に
割
り
当
て
た
理
由
と
し
て
︑
申
返
を
す
る
国
が
あ
っ

て
不
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
と
し
て
お
り
︑
所
課
国
の
財
政
力
に
若
干
の
不
安
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

（
19
）  

「
国
宛
」
の
語
は
国
（
あ
る
い
は
受
領
）
ご
と
に
賦
課
さ
れ
る
負
担
全
般
の
こ
と
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
上
島
享
「
造
営
経
費
の
調
達
」（﹃
日
本
中
世
社
会
の
形
成

と
王
権
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
〇
年
︑
初
出
一
九
九
二
年
を
大
幅
に
改
稿
）

を
参
照
）︒
本
稿
で
は
国
に
対
す
る
造
営
の
割
り
当
て
の
こ
と
と
し
て
の
み
用
い
る
︒

（
20
）  

佐
古
愛
己
「
摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
受
領
成
功
と
貴
族
社
会
」（﹃
平
安
貴
族
社
会

の
秩
序
と
昇
進
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
二
年
︑
初
出
二
〇
〇
六
年
）︒

（
21
）  

﹃
小
右
記
﹄
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
五
月
二
十
四
日
条
の
造
宮
定
で
は
「
諸
卿
相
共

定
二
宛
殿
舎
門
廊
等
一︒
依
二
国
之
興
亡
一︑
定
二
役
之
軽
重
一
」
と
あ
り
︑
や
は
り
国
の
興

亡
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
︒
同
様
の
こ
と
は
﹃
左
経
記
﹄
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
五
月

十
一
日
条
の
防
河
役
の
国
宛
に
も
見
え
る
︒

（
22
）  

中
込
律
子
前
掲
注
（
5
）
論
文
︒

（
23
）  

﹃
西
宮
記
﹄
第
八
裏
書
︑
二
・
九
〇
頁
︒

（
24
）  

加
藤
友
康
「
平
安
貴
族
の
「
坂
東
」
像
」（﹃
日
本
歴
史
﹄
六
〇
〇
︑ 

一
九
九
八
年
）︒

川
尻
秋
生
「
平
安
貴
族
が
み
た
坂
東
」（﹃
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
﹄
塙
書
房
︑

二
〇
〇
三
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑坂
東
の
亡
弊
化
の
原
因
は
天
慶
の
乱
が
大
き
か
っ

た
だ
ろ
う
︒

（
25
）  

﹃
北
山
抄
﹄
巻
十
吏
途
指
南
︑
読
大
勘
文
事
︒
表
1
に
「
済
二
（
三
）
箇
年
事
国
」
と

し
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
こ
の
部
分
は
自
筆
本
に
は
存
在
せ
ず
︑西
本
昌
弘
「『
北
山
抄
』

巻
十
の
錯
簡
と
そ
の
復
元
」（﹃
日
本
古
代
の
年
中
行
事
書
と
新
史
料
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

二
〇
一
二
年
︑
初
出
一
九
九
五
年
）︑
二
九
七
頁
は
後
人
（
藤
原
資
仲
）
の
追
記
と
す
る
︒

（
26
）  

元
木
泰
雄
「
院
政
期
に
お
け
る
大
国
受
領
」（﹃
院
政
期
政
治
史
研
究
﹄
思
文
閣
出
版
︑

一
九
九
六
年
︑
初
出
一
九
八
六
年
）︒

（
27
）  

﹃
平
安
遺
文
﹄
四
三
九
号
︒
ま
た
︑
恵
美
千
鶴
子
「
藤
原
行
成
筆
「
陣
定
定
文
案
」
の

書
誌
・
伝
来
」（
田
島
公
編
﹃
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
﹄
五
︑
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
五

年
）
も
参
照
︒

（
28
）  

﹃
小
右
記
﹄
治
安
元
年
七
月
二
十
五
日
条
︒
ま
た
︑
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
二
月

二
十
日
条
で
は
︑
実
資
か
ら
馬
一
匹
を
給
わ
っ
て
い
る
︒

（
29
）  

﹃
小
右
記
﹄
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
十
二
月
十
八
日
条
で
︑
実
資
と
の
関
係
が
深
い

常
陸
介
藤
原
信
通
が
実
資
に
対
し
て
任
国
の
状
況
を
報
告
す
る
書
状
を
送
っ
て
い
る
︒

（
30
）  

中
込
律
子
「『
北
山
抄
』
巻
十
吏
途
指
南
に
み
る
地
方
支
配
」（﹃
平
安
時
代
の
税
財
政

構
造
と
受
領
﹄
校
倉
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
九
年
）︒

（
31
）  

吏
途
指
南
の
引
用
箇
所
を
示
す
際
に
は
西
本
昌
弘
前
掲
注
（
25
）
論
文
の
記
号
を
用

い
る
︒

（
32
）  
罷
申
に
つ
い
て
は
有
富
純
也
「
摂
関
期
の
地
方
支
配
理
念
と
天
皇
」（﹃
日
本
古
代
国

家
と
支
配
理
念
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
九
年
︑
初
出
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
︒

（
33
）  

寺
内
浩
「
受
領
考
課
制
度
の
成
立
」（﹃
受
領
制
の
研
究
﹄
塙
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
︑
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初
出
一
九
九
二
年
）︑
二
二
五
～
二
二
七
頁
︒

（
34
）  
吏
途
指
南
Ｅ
臨
時
申
請
雑
事
に
は
「
或
未
二
赴
任
一
之
前
︑
称
レ
任
二
亡
国
一
已
預
二
加

階
一
」
と
あ
り
︑
亡
国
受
領
は
赴
任
す
る
前
に
加
階
に
預
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒
こ
れ

も
亡
国
の
復
興
に
あ
た
る
受
領
の
支
援
の
一
環
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒

（
35
）  

谷
口
昭
「
諸
国
申
請
雑
事
」（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編
﹃
中
世
の
権
力
と
民

衆
﹄
創
元
社
︑
一
九
七
〇
年
）︑
曽
我
良
成
「
諸
国
条
事
定
と
国
解
慣
行
」（﹃
王
朝
国
家

政
務
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
二
年
︑
初
出
一
九
七
九
年
）︒

（
36
）  

梅
村
喬
「
平
安
時
代
貢
納
経
済
の
一
視
角
」（﹃
日
本
古
代
財
政
組
織
の
研
究
﹄
吉
川

弘
文
館
︑
一
九
八
九
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
）︑
一
七
二
～
一
七
八
頁
︒

（
37
）  

﹃
別
聚
符
宣
抄
﹄
延
喜
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
官
符
︒

（
38
）  

﹃
令
集
解
﹄
賦
役
令
14
人
在
狭
郷
条
跡
記
に
「
復
謂
レ
令
レ
還
二
本
業
一
也
︒
去
二
本
居
一
已

絶
二
其
産
業
一︒
故
優
二
復
其
業
一︑
除
二
調
役
雑
役
一
」
と
あ
る
よ
う
に
︑
本
来
は
強
制
移

住
等
に
よ
っ
て
家
業
が
絶
え
た
者
へ
の
一
定
期
間
の
税
免
除
を
意
味
し
た
︒

（
39
）  

注
（
24
）
参
照
︒

（
40
）  

受
領
功
過
定
に
つ
い
て
は
研
究
が
多
い
︒
佐
々
木
宗
雄
「
十
～
十
一
世
紀
の
受
領
と

中
央
政
府
」（﹃
日
本
王
朝
国
家
論
﹄
名
著
出
版
︑
一
九
九
四
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
）︑

大
津
透
「
受
領
功
過
定
覚
書
」（﹃
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
﹄
岩
波
書
店
︑

一
九
九
三
年
︑
初
出
一
九
八
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
︒

（
41
）  

受
領
功
過
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国

司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（﹃
日
本
歴
史
﹄
四
九
〇
︑ 

一
九
八
九
年
）
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
︑

有
益
で
あ
る
︒

（
42
）  

玉
井
力
「
受
領
巡
任
に
つ
い
て
」（﹃
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
﹄
岩
波
書
店
︑

二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
一
年
）︒

（
43
）  

﹃
江
家
次
第
﹄
巻
四
除
目
︑
一
一
二
頁
︒

（
44
）  

﹃
左
経
記
﹄
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
八
月
十
六
日
条
に
見
え
る
佐
渡
守
佐
伯
公
行
の

実
例
が
あ
る
︒

（
45
）  

玉
井
力
「「
受
領
挙
」
に
つ
い
て
」（﹃
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
﹄
岩
波
書
店
︑

二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
〇
年
）︒

（
46
）  

本
申
文
の
日
付
は
諸
本
が
長
徳
三
年
と
す
る
が
︑
国
史
大
系
本
で
は
内
容
上
長
和
三

年
（
一
〇
一
四
）
の
も
の
と
す
る
︒
し
か
し
﹃
権
記
﹄
長
徳
三
年
八
月
十
九
日
条
に
美

濃
守
と
し
て
雑
事
三
箇
条
を
申
請
し
て
い
る
し
︑
何
よ
り
も
為
憲
は
長
和
三
年
に
は
既

に
死
亡
し
て
い
る
た
め
︑
長
徳
三
年
が
正
し
い
︒

（
47
）  

為
憲
が
任
国
を
復
興
さ
せ
た
こ
と
は
吏
途
指
南
Ｘ
古
今
定
功
過
例
ル
遠
江
守
為
憲
の

項
に
も
見
え
る
︒

（
48
）  

﹃
小
右
記
﹄
長
徳
二
年
九
月
四
日
条
︒
こ
の
と
き
播
磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
源
時
明
は
︑

讃
岐
国
受
領
の
第
三
年
に
辞
退
し
︑
こ
の
年
が
得
替
年
に
あ
た
っ
て
お
り
︑
さ
ら
に
播

磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
非
道
理
で
あ
る
と
実
資
に
批
判
さ
れ
︑
同
年
九
月
十
九
日
に

播
磨
守
を
辞
退
し
て
い
る
（﹃
小
右
記
﹄
同
日
条
）︒
な
お
︑
か
わ
り
に
播
磨
守
と
な
っ

た
の
は
実
資
の
支
持
を
得
て
い
た
藤
原
信
理
で
あ
る
︒

（
49
）  

﹃
権
記
﹄
長
保
元
年
十
二
月
十
四
日
条
︑﹃
小
右
記
﹄
同
日
条
︒

（
50
）  

倉
本
一
宏
「
一
条
朝
の
公
卿
議
定
」（﹃
摂
関
政
治
と
王
朝
貴
族
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
）︒
史
料
は
﹃
権
記
﹄
長
保
二
年
正
月
五
日
︑
二
月

十
二
日
・
十
三
日
・
二
十
二
日
条
︒

（
51
）  

元
木
泰
雄
﹃
源
満
仲
・
頼
光
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
︒

（
52
）  

中
込
律
子
「
中
世
成
立
期
の
国
家
財
政
構
造
」（﹃
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
﹄

校
倉
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
五
年
）︑
二
二
四
～
二
二
六
頁
︒


